


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 Progress of 
B
o
o
k
k
e
e
p
i
n
g
，
 L
o
n
-
4ロ
~
号
〈
緋
Q
制
色
~
.
.
1
J
熊
刑
千ミ
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
。
門円。
P
嵐山
N-
十
九
世
紀
末
に
krogロ
E
D
Z・
宮
白
向
山
N
E
oや
k
r
g
o
c
u
z
ι
k
Fの
の
。
ロ
ロ
宮
口
g
・
旬
。
ロ
ロ
え
に
会
計
史
に
つ
い
て
の
論
文
が
出
て
く
る
o
H
-
M
N
・喝。ぬ
0・
回
目
的
吉
与
え
図
。
。
E
g
o
-ロ
F
k
r
o
gロ
ロ
宮
口
Z
・
富
山
m
g
E
0・
出
器
は
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
全
世
界
的
に
み
て
会
計
史
論
の
筋
書
の
恭
本
と
な
る
も
の
で
イ
タ
リ
ア
簿
記
更
が
体
系
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
や
が
て
ブ
ラ
ウ
ン
(何日。
H
岡山一円仏国
H
・0
I
445踊
著
の
会
計
史
(
一
九
O
五
年
)
に
結
実
す
る
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
の
ジ
!
ベ
キ
ン
グ
、
イ
ヱ
i
ゲ
ル
、
K
・
P
-
カ
イ
ル
や
イ
タ
リ
ア
入
学
者
の
研
究
に
よ
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
研
究
。
複
式
簿
記
は
イ
タ
リ
ア
で
生
成
し
た
。
十
六
・
七
世
紀
に
お
い
て
は
〈
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
〉
と
い
う
名
で
発
展
し
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
会
計
史
研
究
は
イ
タ
リ
ア
地
域
で
、
イ
タ
リ
ア
人
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
史
料
考
証
の
う
え
か
ら
も
便
利
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
、
ウ
ル
フ
(
戸
〉
・
・
君
。
。
民
〉
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
会
計
史
研
究
に
更
料
を
多
く
提
供
し
て
い
る
研
究
は
プ
ラ
ン
ピ
ラ
、
パ
リ
オ
ラ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
。
・
回
B
E
E
-
F
ω
日
m
m
H
0
2
ω
吉
江
戸
仏
O回
目
白
河
白
区
O
D
2
F
国
宝
・
M
M
-
∞
耳
目
。
-Pω
け
O片
山
胆
仏
命
日
目
印
刷
仰
向
向
日
ODO『
U
H什即日山田口
P
冨
口
S
0・
H∞
2
・
の・
ω
2
5
σ
ロ
E
・
2
。
門
戸
似
品
巴
目
白
河
田
柱
。
ロ
2
U
ロ
己
目
印
5
・
呂
OH・
イ
ェ
I
、
ゲ
ル
の
ハ
チ
ョ
l
リ
簿
記
論
の
翻
訳
に
つ
づ
き
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
ギ
サ
チ
に
よ
る
近
代
訳
が
一
八
七
八
(
明
治
十
一
)
年
に
で
る
。
ぐ
山
口
。
。
口
出
。
の
宗
け
「
斗
円
旬
、
2
E
o
色
。
。
百
円
)
ロ
江
O
門同
OHUω
の吋泣けロ吋
0・
、
吋
ロ
ユ
P
い
{
∞
叶
∞
で
あ
り
、
ま
た
〈
山
口
の
め
ロ
NO
ぐ町山口。ー
ロ
。
・
F
ロ
gHvhお
目
。
ロ
ロ
OHEω
什
O円
U
a巳目印刷凶印肉一円。
DO一吋
F
z
g包
E
L∞
ま
が
で
る
。
さ
ら
に
一
八
九
三
年
に
は
ワ
ル
J
ア
ン
ベ
ル
グ
(
戸
。
・
4
司
包
含
ロ
σ日
目
的
〉
の
ロ
シ
ア
語
訳
が
で
、
ヴ
ォ
ル
マ
l
お
よ
び
リ
ン
ベ
ル
グ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
一
八
九
六
年
に
戸
ツ
テ
ル
ダ
ム
で
公
刊
さ
れ
た
4
・
の
-CHM-
〈。
H
5
2
0
D
ゎ
・
司
。
口
問
ιロ
U
O円
M
F
M
M向。円
o
z
d
ぐ
2ymwHM門
H
O
H
Z
m
O
4
0一
吋
仏
O
問。
OM)
百
ωロ由
σ。
owHHOロi
円
H
E
m
-
E
F
2
2
0
a
o江
山
口
号
。
HHOJWO円ぬ。
σ片山の
Z
・同州
Oけ
Z
E
白
5
・
H
∞C
0
・
。
ハ
チ
ョ
!
リ
の
原
典
の
翻
訳
の
あ
い
つ
ぐ
出
版
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
の
簿
記
事
情
の
究
明
の
発
展
の
う
ち
に
会
計
受
r複
式
簿
記
更
が
学
問
に
体
系
化
さ
れ
て
く
る
の
が
十
九
世
紀
末
葉
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
お
げ
る
複
式
簿
品
史
研
究
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
て
く
る
か
。
わ
が
国
の
最
古
の
簿
記
史
文
献
は
曽
田
愛
三
郎
編
『
学
課
起
源
略
説
』
(
明
治
十
一
午
日
一
八
七
八
年
出
版
〉
で
あ
る
。
西
川
孝
治
郎
教
授
は
、
「
本
文
十
五
丁
の
小
冊
で
、
当
時
新
ら
し
い
諸
学
科
の
沿
革
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
節
『
記
簿
法
』
は
、
日
本
最
古
の
簿
記
史
文
献
と
思
わ
れ
、
パ
チ
ョ
l
リ
を
も
っ
と
も
早
く
わ
が
国
に
伝
え
た
例
で
あ
る
。
こ
の
宝
一
円
の
内
容
は
八
年
後
に
出
版
さ
れ
た
海
野
力
太
郎
著
円
簿
記
学
起
源
考
L
(
一
八
八
六
年
九
月
刊
)
の
中
に
全
部
採
入
れ
ら
れ
て
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
明
治
十
九
(
一
八
八
六
)
年
に
は
海
野
力
太
郎
著
『
簿
記
学
起
源
考
』
が
出
版
さ
れ
た
。
簿
記
H
会
計
制
度
の
近
代
化
は
洋
式
簿
記
で
あ
っ
た
複
式
簿
記
法
の
普
遍
化
で
あ
る
。
明
治
六
年
に
福
沢
諭
士
口
の
『
帳
合
之
法
』
や
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
・
ア
ラ
γ
・
シ
ャ
ン
ド
の
『
銀
行
簿
(5) 
記
精
法
』
に
よ
っ
て
近
代
化
が
開
始
さ
れ
て
く
る
時
点
で
、
す
で
に
複
式
簿
記
史
を
邦
語
で
著
わ
し
、
体
系
化
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
容注
レ同
ザす
ノレ Jて
所き
ナこ
リ吉と
L~ で
とあ
しる
て。
イ
タ
リ
ア
起
源
説
を
展
開
し
「
簿
記
学
ノ
起
土
地
グ
上
世
一
一
在
リ
ト
維
ド
モ
而
カ
モ
其
伊
太
利
ニ
入
テ
初
テ
具
備
セ
ル
コ
ト
ハ
蓋
シ
疑
ヲ
一
七
九
六
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
ト
1
7
ス
ジ
ョ
ン
ズ
に
注
目
す
る
。
イ
ダ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
つ
の
流
れ
と
し
て
会
計
史
を
構
成
す
る
が
、
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
の
制
覇
過
程
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
海
野
民
の
業
績
は
わ
が
国
の
会
計
史
研
究
の
起
点
と
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
は
複
式
簿
記
法
の
み
な
ら
ず
、
近
代
科
学
導
入
期
で
も
あ
っ
「
早
咲
の
仇
花
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
て
、
ま
だ
会
計
史
研
究
を
定
着
さ
せ
る
基
礎
が
な
か
っ
た
。
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
(
1
)
片
岡
義
雄
『
増
訂
パ
チ
ョ
1
リ
「
簿
記
論
」
の
研
究
(
第
二
版
)
』
(
昭
必
・
森
山
書
信
)
一
二
七
頁
(
2
)
回
-
H
U
O
ロロ己
C
丘一一。。田口月比ロ伊丹
o
a
o
H
凶ロロ何回何回即日付口口問』ロロ
O
Z
件臼ロ叩回目白ロ円
F
F
四円七回目
m-ω
・吋由・
(
3
)
切・
ωロF
H
H
g
H
O
ロσ
2
Y
U
H
m
U
C
H
)門
V
0
5
0
切口口
E
E
V
H
・E
ロ
m-
同
o-
ロ
ロ
ロ
弘
C
℃宮内
H
O
H
M
-
M沼
町
0
・
ω・
5
・
〈
4
〉
西
川
孝
治
郎
『
複
製
・
パ
チ
ョ
l
リ
簿
記
論
』
(
一
九
五
九
年
・
森
山
豊
富
底
)
ま
え
が
き
五
頁
本
書
は
、
犬
英
博
物
館
所
蔵
の
ル
カ
・
パ
チ
ョ
1
リ
『
算
術
・
幾
何
・
比
お
よ
び
比
例
全
書
』
(
一
四
九
四
年
刊
)
の
う
ち
の
「
簿
記
論
」
部
分
の
複
製
で
あ
る
。
四
川
出
〈
に
直
接
に
あ
た
る
こ
と
が
困
難
な
今
日
、
極
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
巻
末
に
は
「
学
課
起
源
略
説
」
の
う
ち
の
「
記
簿
法
」
の
複
製
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
(
5
)
本
書
に
つ
い
て
、
凶
川
孝
治
郎
「
シ
ャ
ン
ド
原
著
『
銀
行
簿
記
精
法
』
」
叶
商
学
集
誌
』
・
日
大
・
第
一
二
七
巻
第
一
号
・
二
号
i
!
一
九
六
七
年
)
が
あ
る
。
「
現
金
式
仕
訳
法
の
成
立
事
情
」
を
分
析
す
る
。
〈6
〉
海
野
力
太
郎
『
簿
記
学
起
源
考
』
(
明
治
十
九
年
刊
)
コ
一
頁
八
7
〉
江
村
稔
『
複
式
簿
記
生
成
発
達
史
論
』
(
悩
和
二
十
八
年
・
中
央
経
済
社
)
序
説
「
簿
記
学
起
源
考
に
つ
い
て
し
参
照
。
海
野
の
著
書
は
よ
う
ゃ
く
一
九
五
0
年
代
に
な
っ
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
会
計
史
研
究
ー
ー
ー
複
式
簿
記
発
生
・
発
展
史
と
し
て
の
体
系
化
ー
ー
ー
二
十
世
紀
初
頭
を
か
ざ
る
研
究
は
、
前
述
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
R
-
。
ブ
ラ
ウ
ン
編
著
寸
会
計
史
』
で
あ
る
(
阿
川
山
の
何
回
州
W
H
・
a
w円
O
話、口
〔め仏印・・〕
kr
回目印け
O
円
句
。
同
kroooロ
ロ
江
口
m
m
w
D
仏
〉
の
の
O
ロロ
S
E
P
F
oロ仏
o
p
H
C
O日
)
0
本
書
は
第
一
篇
「
会
計
の
歴
史
L
、
第
二
篇
「
会
計
士
の
歴
史
」
の
二
つ
の
篇
よ
り
な
る
。
本
書
の
構
成
。
第
一
篇
第
一
章
数
字
に
つ
い
て
、
第
二
章
会
計
の
古
代
的
組
織
、
第
一
一
一
章
勘
定
の
初
期
的
形
式
、
第
四
章
監
査
の
歴
史
、
第
五
章
簿
記
の
歴
史
、
第
六
章
簿
記
の
歴
史
(
続
)
、
第
二
篇
第
一
章
初
期
の
イ
タ
リ
ア
会
計
士
、
第
三
叢
勅
許
会
計
士
以
前
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
第
三
章
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
勅
許
会
計
士
、
第
四
章
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
第
五
章
英
国
の
植
民
地
に
つ
い
て
、
第
六
章
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
第
七
草
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
、
第
八
章
他
の
諸
外
国
、
第
九
章
会
計
に
関
す
る
専
門
的
職
業
の
発
展
、
第
十
章
現
状
と
展
望
。
会
計
史
が
複
式
簿
記
史
で
あ
り
、
記
帳
技
術
の
歴
史
を
中
心
的
に
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
本
書
第
一
篇
の
第
五
章
、
六
章
が
中
心
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
担
当
者
は
同
・
問
。
巧
司
。
m
o・
。
・
〉
・
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
同
名
の
論
文
を
「
会
計
士
雑
誌
」
f、
八
五
八
年
)
に
発
表
し
て
い
る
。
本
書
第
五
章
の
筋
書
が
以
後
の
複
式
簿
記
史
研
究
の
基
底
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
綱
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
現
存
し
て
い
る
最
古
の
勘
定
帳
簿
官
2
2己
ぴ
0
0
5
で
あ
る
一
一
一
一
一
年
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
両
替
商
U
銀
行
帳
簿
1
1
!
十
三
・
回
世
紀
の
他
の
初
期
勘
定
帳
簿
(
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ジ
1
ベ
キ
ン
グ
、
イ
ェ
1
ゲ
ル
の
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
)
i
1
1簿
記
の
発
展
と
し
て
、
振
替
記
入
(
O
H
O
印由
1
0
H
H
け「目。印)
や
名
目
勘
定
の
出
現
に
よ
る
複
式
記
入
の
完
全
組
織
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
1
1
1
複
式
記
入
(門目。ロ
E
0
1
0
己円山
g)
の
最
初
の
例
で
あ
る
一
三
四
O
年
の
胡
板
勘
定
の
記
録
と
ヴ
ェ
ニ
ス
に
お
け
る
簿
記
実
践
(
G
-
ブ
ラ
ン
ピ
ラ
の
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
・
一
九
O
一
年
に
よ
っ
て
い
る
)
l
l
複
式
簿
記
の
最
初
に
印
刷
さ
れ
た
書
物
と
し
て
の
ル
カ
・
パ
チ
ョ
l
り
の
『
算
術
・
幾
何
・
比
お
よ
び
比
例
全
書
』
!
l
i
パ
チ
ョ
l
り
の
帯
記
書
の
祖
述
1
i
パ
チ
ョ
1
リ
に
続
く
著
者
に
対
す
る
影
響
1
1
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
一
ブ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
初
期
の
叙
述
(
ヒ
ュ
l
・
オ
ル
ド
カ
ス
ト
ル
〔
出
口
ぬ
V
0
5
0
8
!
け
目
。
〕
、
ジ
ォ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ア
ン
ト
二
オ
・
タ
リ
エ
ン
テ
〔
の
E
4
m
p
E
K
F
ロ
Z
E
C
叶
ω
m
H
H
O
H
M
g
u
、
ド
メ
ニ
コ
・
マ
ン
ツ
オ
!
ニ
パロ
c
l
ロJHOHH
目。
V
向
ω
ロ
N
O
D
日〕、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ラ
イ
ベ
ル
〔
出
巴
ロ
ユ
印
の
げ
∞
の
甘
口
凶
円
ぴ
⑦
吋
〕
H
へ
ン
リ
グ
ス
・
グ
ラ
マ
テ
ィ
ス
〔問。ロー
門
戸
の
ロ
印
の
BESmw什
2
曲〕、
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
l
プ
〔
』
。
Mgロ
ロ
の
O
詳回目。ず
U
、
ヤ
ン
・
イ
ン
ピ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ア
ェ
ル
ス
己
戸
ロ
ペ
j
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
会
計
史
学
の
生
成
と
発
述
四
百
円
以
吋
H
H
(リ
HH-佐
官
民
OH也、
ア
ン
デ
ィ
キ
・
ロ
l
ハ
円
kpEU
目。H
H
m
Oの
}
M
m
w
と
な
ど
。
こ
れ
に
よ
っ
て
十
四
・
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
で
複
式
簿
記
が
生
成
し
た
と
す
る
論
理
の
体
系
化
が
な
さ
れ
た
。
二
一
一
一
年
史
料
、
一二四
O
年
史
料
、
十
五
世
紀
初
頭
の
ヴ
ェ
ニ
ス
帳
簿
伝
ど
を
史
料
と
し
℃
複
式
簿
記
が
形
成
き
れ
る
と
す
る
論
理
が
複
式
簿
記
更
の
中
心
に
あ
っ
て
、
十
五
世
紀
初
頭
に
完
成
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
複
式
簿
記
史
は
イ
タ
リ
ア
の
十
四
・
五
世
紀
簿
記
史
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
会
計
史
が
は
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
こ
れ
を
も
と
と
し
た
会
計
史
研
究
が
わ
が
届
で
も
多
か
っ
た
。
著
者
ホ
1
ゴ
l
は
ド
イ
ツ
の
学
者
、
イ
タ
リ
ア
の
学
者
の
笑
一
証
的
研
究
に
よ
っ
て
前
述
の
体
系
を
構
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
会
計
史
は
わ
が
函
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
マ
ほ
し
た
。
東
爽
五
郎
『
商
業
会
計
』
第
一
輯
(
明
治
四
十
一
H
一九
O
八
年
)
の
第
十
五
章
「
簿
記
法
古
代
の
沿
革
」
は
ブ
ラ
ウ
ン
の
第
五
章
「
簿
記
の
歴
史
」
の
訳
で
あ
っ
た
。
ま
た
岡
田
誠
一
教
授
は
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
1
ズ
と
其
英
土
口
利
式
簿
記
法
」
(
『
会
計
』
第
十
三
巻
第
一
号
H
大
正
十
三
〔
一
九
二
回
〕
年
一
月
)
を
発
表
す
る
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
第
六
章
「
簿
記
の
歴
史
〈
続
と
の
う
ち
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
l
ン
ズ
に
関
係
し
た
部
分
の
訳
で
あ
っ
た
。
一
九
一
0
年
代
(
大
正
初
期
)
に
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
に
そ
れ
ぞ
れ
会
計
史
の
研
究
が
あ
ら
わ
れ
た
。
H
-
A
・
ウ
ル
フ
、
B
・
ベ
ン
ド
ル
ブ
、
J
-
B
・
ゲ
イ
ス
ピ
ィ
l
ク
で
あ
り
、
複
式
簿
記
史
研
究
の
一
一
層
の
進
歩
合
}
示
し
、
会
計
史
研
究
の
古
典
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
一
る
。
出
-
P
君
。
。
戸
krω
ぎ
ユ
出
2
5ミ
o
h
k
p
のの。ロロ宮口
g
m
p
(
H
P
O
S
E
E
D
O
F
F
。
E
C
P
]
巴
ω
・
本
書
は
序
文
、
本
論
よ
り
な
る
。
本
論
は
第
一
篇
会
計
制
度
の
発
展
、
第
二
篇
簿
記
学
の
発
達
、
第
三
篇
会
計
監
査
の
生
成
・
発
展
、
第
四
篇
職
業
的
会
計
土
の
勃
興
と
進
歩
な
ど
か
ら
な
る
も
の
で
、
十
七
章
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
古
代
よ
り
十
八
世
紀
末
ま
で
が
扱
わ
れ
て
い
る
Q
ウ
ル
フ
は
「
会
計
の
歴
史
を
支
配
す
る
法
則
は
、
人
類
の
進
歩
・
発
達
を
支
配
す
る
法
則
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
論
述
で
は
努
力
し
た
」
〈
ま
え
が
き
)
。
序
文
の
第
二
貝
に
は
「
会
計
の
歴
史
は
、
文
明
の
歴
史
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
文
明
は
商
業
の
親
で
あ
り
、
会
計
は
商
業
の
子
で
あ
る
。
そ
れ
は
故
に
会
計
は
文
明
の
孫
で
あ
る
」
と
い
う
。
「
ま
こ
と
に
会
計
は
時
代
の
鏡
で
あ
る
。
:
;
・
会
計
は
女
明
と
並
ん
で
進
歩
し
、
か
っ
そ
の
社
会
の
文
化
の
程
度
が
高
け
れ
ば
高
い
仕
ど
、
そ
の
会
計
方
法
が
一
一
騎
精
巧
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
。
会
計
の
「
時
代
の
鏡
」
論
こ
そ
は
、
会
計
史
の
科
学
性
追
究
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
本
論
第
一
篇
「
会
計
制
度
の
発
展
L
は
、
第
一
章
エ
ジ
プ
ト
の
会
計
、
第
二
章
パ
ビ
ロ
ニ
ヤ
・
ア
ッ
シ
リ
ア
お
よ
び
へ
や
フ
ラ
イ
の
会
計
、
第
三
章
ギ
リ
シ
ャ
の
会
計
、
第
四
章
ロ
ー
マ
共
和
制
時
代
の
会
計
、
第
五
章
ロ
1
マ
帝
国
の
会
計
、
第
六
章
暗
黒
時
代
の
会
計
、
第
七
章
英
国
の
エ
ク
ス
チ
ェ
ッ
カ
ー
(
切
unovoρ
ロ
の
丘
、
第
八
章
十
一
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
ま
で
の
英
国
の
会
計
、
第
九
章
大
陸
に
お
け
る
十
五
世
紀
末
ま
で
の
会
計
よ
り
な
っ
て
お
り
、
会
計
史
の
通
史
的
部
分
を
構
成
し
て
い
る
ウ
ル
ブ
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
同
様
に
古
代
会
計
史
部
分
に
多
く
を
あ
て
て
い
る
。
ウ
ル
フ
の
古
代
会
計
史
部
分
を
片
岡
義
雄
教
授
は
町
ウ
ル
フ
古
代
会
計
史
』
と
し
て
訳
書
を
出
し
て
い
る
(
昭
和
二
十
二
年
・
邦
光
堂
)
。
と
れ
は
原
書
の
序
文
を
第
一
章
と
し
て
、
以
下
エ
ヂ
プ
ト
の
会
計
か
ら
暗
黒
時
代
の
会
計
ま
で
の
第
一
篇
部
分
と
、
第
一
一
一
篇
の
う
ち
の
一
部
を
「
古
代
諸
国
の
会
計
監
査
」
と
し
て
第
八
章
と
し
て
い
る。
ウ
ル
フ
の
第
九
章
は
「
大
陸
に
お
け
る
十
五
世
紀
ま
で
の
会
計
」
を
扱
う
も
の
で
、
複
式
簿
記
由
人
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
会
計
の
発
展
を
取
扱
お
う
と
す
る
な
ら
ば
必
ず
研
究
し
て
み
る
べ
き
は
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。
西
ロ
l
マ
帝
国
が
没
落
し
、
暗
黒
時
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
目
覚
め
た
と
き
、
イ
タ
リ
ア
は
芸
術
の
み
な
ら
ず
商
業
に
お
い
て
も
ま
た
主
導
性
を
も
っ
た
。
広
汎
な
取
引
は
会
計
技
術
の
あ
る
特
定
の
形
式
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
必
要
と
し
て
、
他
の
国
々
の
商
人
と
'
と
も
に
イ
タ
リ
ア
商
人
に
よ
っ
て
な
し
左
げ
ら
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
五
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
一六
れ
た
」
(
一
O
四
頁
)
。
こ
れ
を
複
式
簿
記
形
成
史
と
し
て
体
系
化
し
て
い
る
。
本
章
は
ジ
I
ヴ
ェ
キ
ン
グ
に
多
く
を
負
う
て
い
る
。
会
計
史
を
複
式
簿
記
史
と
し
て
取
扱
い
、
そ
の
形
成
過
程
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
十
四
・
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
ブ
ラ
ウ
ン
、
ウ
ル
フ
か
ら
教
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
著
は
会
計
通
史
の
古
典
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
中
世
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
を
体
系
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ル
フ
に
つ
い
て
は
、
茂
木
虎
雄
「
ウ
ル
フ
会
計
史
の
周
辺
に
よ
せ
て
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
六
巻
第
号
H
昭
和
二
十
八
年
三
月
)
と
い
う
紹
介
論
稿
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
B
・
。
へ
ン
ド
ル
フ
の
研
究
、
が
あ
る
。
回
m
w
E
E
B
M
ν
0ロ
ロ
仏
。
円
h
・
C
O
R
E
o
F
宮
内
HO円
切
口
の
F
V
m
w
-
Z
H伝
吉
ロ
o
E
l
由。HHHmwHHa
・
F
O山
U
N
f
H
・一円。いお・
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
簿
記
の
歴
史
」
と
い
う
標
題
は
‘
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
を
中
心
と
し
た
従
来
の
研
究
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
と
い
う
地
域
で
複
式
簿
記
が
、
さ
ら
に
会
計
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
十
四
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
末
ま
で
を
対
象
と
し
て
お
り
、
十
六
世
紀
を
中
心
と
し
て
「
決
算
し
記
帳
を
問
題
い
る
点
が
従
来
の
イ
タ
リ
ア
の
十
四
・
五
世
紀
を
対
象
と
す
る
点
と
異
な
っ
て
い
る
。
期
間
計
算
を
問
題
と
す
る
点
が
特
色
で
あ
る
。
内
容
は
一
二
部
に
大
別
さ
れ
る
。
(
A
)
一
五
O
O年
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
簿
記
、
(
B
)
十
六
世
紀
に
お
け
る
複
式
簿
記
の
興
隆
、
(
C
)
一
六
0
0年
代
か
ら
今
日
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
簿
記
の
発
展
で
あ
る
。
(
B
)
に
中
心
が
あ
っ
て
開
始
記
帳
や
決
算
記
帳
を
問
題
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
I
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
複
式
簿
記
の
起
源
、
E
十
六
世
紀
の
商
業
帳
簿
、
こ
れ
は
南
ド
イ
ツ
、
北
ド
イ
ツ
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
北
ド
イ
ツ
は
あ
ま
り
問
題
と
す
る
も
の
が
な
く
、
南
ド
イ
ツ
の
「
フ
ヅ
ガ
I
家
の
時
代
し
に
お
け
る
貨
幣
取
引
資
本
や
信
用
取
引
に
つ
い
て
価
値
の
高
い
研
究
が
リ
チ
ャ
l
ド
・
エ
l
レ
ン
ベ
ル
グ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
E 
十
六
世
紀
に
お
け
る
簿
記
の
教
科
書
、
百
簿
記
学
習
の
稿
本
的
手
引
き
l
iフ
ッ
ガ
l
家
の
簿
記
係
マ
タ
イ
ス
・
シ
ュ
パ
ル
ツ
に
よ
っ
る
て
書
か
れ
て
い
。
V
総
括
的
表
示
。
こ
こ
で
は
簿
記
の
意
義
、
開
始
記
帳
、
複
式
簿
記
の
帳
簿
、
決
算
記
帳
、
簿
記
教
育
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
「
。
十
六
世
紀
に
お
け
る
簿
記
形
態
の
本
質
的
帳
簿
は
日
記
帳
(
冨
0
5。
HE)、
仕
訳
帳
(
H
8
5と
て
元
帳
aoFHEσ
ロ
n
V
)
、あ
る
い
は
仕
訳
帳
、
商
品
帳
(
関
山
切
る
、
元
帳
よ
り
な
っ
て
い
た
」
(
一
七
九
頁
)
。
ド
イ
ツ
簿
記
史
は
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
と
日
ど
の
よ
う
な
嗣
係
を
も
つ
か
が
問
題
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
で
も
ウ
ル
フ
で
も
、
十
二
一
・
四
世
紀
の
問
題
H
起
源
論
に
関
し
て
は
ド
イ
ツ
を
ほ
と
ん
ど
扱
っ
て
お
ら
な
い
し
、
ま
た
、
会
計
通
史
と
し
て
は
ど
の
時
点
で
も
あ
ま
り
ド
イ
ツ
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。
会
計
史
が
十
五
世
紀
に
お
け
る
起
源
を
問
題
と
し
て
イ
タ
リ
ア
を
、
十
七
世
紀
に
期
間
計
算
を
問
題
と
し
て
オ
ラ
γ
ダ
を
、
十
九
世
紀
は
イ
ギ
リ
ス
、
二
十
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
を
対
象
と
し
て
、
会
計
史
の
通
史
的
体
系
を
構
成
さ
せ
て
い
る
が
、
私
は
こ
れ
を
会
計
世
界
一
周
論
と
呼
ぶ
。
会
計
世
界
一
周
論
は
地
域
的
移
行
過
程
に
年
代
の
推
移
を
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
は
い
か
に
地
位
づ
け
ら
れ
る
か
。
南
ド
イ
ツ
は
イ
タ
リ
ア
と
運
命
を
同
じ
く
し
た
。
十
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
栄
光
は
価
格
革
命
の
う
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
に
去
る
が
、
フ
ヅ
ガ
ー
家
の
栄
光
を
一
期
と
し
℃
、
再
び
簿
記
史
に
は
登
場
せ
ず
、
八
動
態
論
V
の
展
開
に
お
い
て
、
会
計
学
史
の
問
題
と
し
て
、
十
九
世
紀
な
か
ば
に
ド
イ
ツ
は
再
登
場
す
る
論
理
が
説
か
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
会
計
史
H
複
式
簿
記
史
に
お
け
る
地
位
づ
け
は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
B
・
ペ
ン
ド
ル
ブ
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
書
は
わ
が
閏
に
お
け
る
研
究
で
は
あ
空
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
だ
と
い
う
不
幸
な
歴
史
を
も
っ
て
い
る
が
、
戦
時
中
に
木
村
和
三
郎
教
授
に
よ
り
戦
後
に
白
井
佐
敏
教
授
が
本
格
的
に
問
題
と
さ
れ
た
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
で
会
計
史
研
究
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
の
影
響
に
よ
る
経
首
史
学
の
研
究
が
始
ま
る
背
景
が
あ
っ
た
が
、
企
業
H
経
営
を
経
済
的
社
会
的
に
外
側
か
ら
把
握
す
る
方
向
に
た
い
し
、
ノ、
パ
ー
ト
大
学
に
お
い
て
、
グ
ラ
ス
(
Z
2
5
m
g
ω
8
3
回
円
目
。
ロ
の
E
由
)
を
中
心
と
し
て
「
経
営
史
の
研
究
対
象
は
市
場
条
件
や
一
企
業
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
七
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
八
形
態
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
う
え
に
立
っ
て
行
動
す
る
経
蛍
者
の
立
体
的
な
機
能
が
主
要
な
対
象
と
な
る
べ
き
と
と
を
規
定
し
予
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
会
計
史
研
究
も
展
開
し
て
く
る
。
そ
の
第
一
が
ゲ
イ
ス
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
し
『
。
}
阿
国
∞
-
c
o日目印ず
0
}内
唱
〉
p
o目
。
口
付
ロ
。
ロ
E
o
i同
ロ
可
吋
切
oow肘
O
H】山口問
1
1
H
Kロの州
HHvmwozz、
田
吋
ロ
也
氏
印
。
(
〉
・
ロ
-H品
川
区
lil-
H
HO
。
ω己
目
。
印
け
E
5
4司
回
44HRO円
。
ロ
σoow}80HUEm)円。同
)HO仏
cooaω
口
仏
け
円
山
口
印
】
別
件
。
己
巧
広
MHHOHV円
O門HHHEEDP
ロ
c
g印
山
口
色
白
日
U印け
g
o
g
h
g
E
Z
S
N
O
E・
同
》
目
。
け
片
山
・
冨
回
目
白
血
丘
T
J
へEHM一可
H
Y
ω
Z
J
L
P
ω
ロ
門
凶
口
町
民
同
。
5
0・
u
o口〈
o
p
。
。
円
。
自
己
0・
HCE-
非
常
に
な
が
い
題
名
で
あ
る
が
、
「
遠
い
昔
の
複
式
簿
記
」
と
い
う
主
題
で
、
メ
チ
ョ
1
リ
の
原
典
複
製
と
翻
訳
を
対
比
さ
せ
る
の
が
主
要
部
分
で
、
マ
ン
ツ
オ
1
ニ
、
ピ
エ
ト
一
フ
、
マ
J
a
ナ
ル
〕
ア
ィ
、
イ
ェ
γ
ピ
ン
、
ス
テ
ィ
ヒ
ン
、
ダ
ホ
ル
ネ
の
部
分
的
複
製
と
注
解
が
の
っ
て
い
る
。
。
ハ
チ
ョ
l
リ
の
訳
業
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
他
の
学
者
の
文
献
を
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
十
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
会
計
史
研
究
の
史
料
と
な
る
。
こ
の
パ
チ
ョ
l
リ
訳
は
二
十
世
紀
の
翻
訳
の
第
一
書
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
前
夜
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ウ
ル
フ
に
よ
っ
て
会
計
史
の
研
究
史
が
始
ま
る
が
、
十
四
・
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
で
複
式
簿
記
が
形
成
さ
れ
て
く
る
筋
道
が
つ
け
ら
れ
た
。
複
式
簿
記
史
の
研
究
の
焦
点
が
定
ま
っ
た
わ
け
で
、
バ
チ
ョ
l
リ
簿
記
畜
も
単
に
復
元
す
る
と
い
う
段
階
を
こ
え
て
、
会
計
史
の
史
料
と
し
て
再
吟
味
さ
れ
て
く
る
。
ゲ
イ
ス
ピ
ー
ク
の
ス
テ
ィ
ヒ
ン
研
究
は
貴
重
で
、
会
計
史
研
究
の
第
一
歩
で
も
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
し
戸
出
ωmog-
∞og羽田仲
01
民
自
400円
円
H
o
m
g
o
E
B門
H
8
2
2ロ
v
z
g
o
w
F
O
E
g
z
a
o
z
a
o
H
H
S
P
P
E
2
2
E
B
-
]
宕
ω
が
出
る
。
(
1〉
ハ
2
)
拙
稿
「
会
計
史
の
方
法
に
つ
い
て
l
l
『
会
計
世
界
一
周
論
』
に
よ
せ
て
」
『
経
理
知
識
』
第
四
八
号
(
一
九
六
五
年
一
月
)
参
照
一
二
島
康
雄
司
経
営
史
学
の
展
開
』
(
、
7
不
ル
ヴ
ァ
書
房
・
昭
和
三
十
六
年
)
一
一
一
一
一
一
貝
二
十
世
紀
の
二
十
年
代
・
三
十
年
代
の
研
究
1
1
研
究
の
発
展
拡
充
期
|
-
一
九
二
0
年
代
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
資
本
主
義
が
、
戦
後
恐
慌
を
経
験
し
て
危
機
の
様
相
を
探
め
て
く
る
と
同
時
に
、
一
応
の
安
定
を
み
ぜ
た
と
き
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
矛
盾
分
析
が
進
み
、
社
会
科
学
が
興
隆
期
を
迎
え
る
。
と
の
よ
う
な
な
か
で
、
w
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
近
代
資
本
主
義
論
が
で
、
会
計
史
的
研
究
も
た
さ
れ
て
い
る
(
者
民
ロ
2
m
O
B
E
-
-
ロ
己
目
。
号
H
ロ
O
問
者
紅
白
H
Z
E
E
-
N君
。
主
。片岡山山口門
Y
宮
β
ロの
y
m
u
ロ
ロ
ロ
円
H
H
k
m
w
q
N日間
-
E
N
H
)
。
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
「
資
本
制
企
業
の
起
源
」
(
「
近
代
資
本
主
義
L
第
二
巻
第
一
部
第
二
一
編
第
一
O
章
)
に
お
い
て
「
組
織
酌
符
記
の
歴
史
的
発
展
」
を
扱
う
。
本
論
文
は
ジ
1
ヴ
ヱ
キ
ン
グ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
簿
記
史
を
社
会
科
学
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
針
作
で
あ
る
。
第
一
C
章
は
第
一
節
「
財
産
組
織
と
し
て
の
資
本
制
企
業
の
特
性
」
、
第
二
節
「
法
的
単
位
と
し
て
の
事
業
、
す
な
わ
ち
商
号
L
、
第
三
節
「
計
算
単
位
と
し
て
の
事
業
、
す
な
わ
ち
会
計
」
、
第
四
節
「
信
用
単
位
と
し
て
の
事
菜
、
す
な
わ
ち
U
P
C
L
よ
り
な
る
。
き
ら
に
第
三
節
は
川
組
織
的
簿
記
の
際
史
的
発
展
、
仰
資
本
主
義
発
展
に
対
ず
る
組
織
的
簿
記
の
意
義
、
同
組
織
的
経
営
の
普
及
よ
り
な
る
。
「
組
織
的
簿
記
の
歴
史
的
発
展
」
に
つ
い
て
み
よ
う
。
複
式
記
入
は
両
替
商
の
為
替
業
務
の
記
録
か
ら
成
立
し
て
く
る
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
体
系
的
組
ハ
1
〉
織
に
発
展
し
た
か
と
を
問
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
み
ず
か
ら
「
組
織
的
簿
記
の
歴
史
は
『
始
め
に
勘
定
が
あ
っ
た
』
と
い
う
命
題
を
も
っ
て
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い
、
「
そ
れ
だ
か
ら
、
今
日
、
簿
記
理
論
(
切
宮
町
何
回
曲
目
宮
口
唱
-ovg)
を
勘
定
理
論
(
問
。
己
opHOHHHO)
と
呼
ぶ
の
は
正
し
い
」
と
い
う
。
勘
定
の
形
成
、
勘
定
の
体
系
化
に
つ
れ
て
複
式
簿
記
が
成
立
し
た
と
す
る
が
、
会
計
史
学
の
生
成
と
発
述
九
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
。
勘
定
の
体
系
化
に
よ
っ
て
記
帳
者
個
人
の
た
め
の
備
忘
記
録
か
ら
、
客
観
的
な
思
考
組
織
に
な
っ
た
と
す
る
。
ゾ
ン
パ
ル
ト
は
十
三
世
紀
に
は
勘
定
の
形
成
が
進
み
、
十
四
世
紀
に
な
る
と
人
的
勘
定
の
ほ
か
に
、
物
的
勘
定
が
現
わ
れ
て
く
る
と
い
ぅ
。
勘
定
は
人
と
人
と
の
関
係
、
人
と
物
と
の
関
係
と
し
て
形
成
さ
れ
る
が
、
物
と
物
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
物
的
勘
定
の
相
互
関
連
が
M
M
さ
れ
て
体
系
化
し
た
と
い
え
る
。
勘
定
の
「
体
系
位
」
は
第
二
の
発
展
段
階
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
(
2〉
「
組
織
的
記
帳
の
第
二
の
発
展
段
階
は
『
複
式
記
入
』
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
」
二
三
四
O
年
の
財
務
官
帳
簿
や
ソ
ラ
ン
ツ
オ
商
会
の
旧
帳
は
す
で
に
複
式
記
入
の
原
則
に
よ
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
し
か
し
複
式
簿
記
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
財
定
在
高
勘
定
の
ほ
か
に
「
複
式
簿
記
組
織
の
こ
の
よ
う
な
成
立
は
、
歴
史
的
に
二
つ
の
段
階
を
へ
て
行
わ
れ
た
。
第
一
は
損
益
勘
定
の
銭
合
で
あ
り
、
最
後
の
第
二
段
階
は
資
本
金
勘
定
を
作
り
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
」
。
「
損
益
勘
定
」
や
「
資
本
勘
定
」
が
現
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
複
式
簿
記
は
勘
定
体
系
で
あ
る
と
す
る
。
〈
勘
定
↓
複
式
記
入
↓
複
式
簿
記
〉
と
す
る
発
展
論
理
を
画
き
、
勘
定
の
体
系
化
を
八
人
的
勘
定
↓
物
的
勘
定
↓
損
益
勘
定
↓
資
本
金
勘
定
〉
の
累
積
的
体
系
と
す
る
。
こ
れ
は
複
式
簿
記
発
生
史
の
古
典
的
体
系
と
な
っ
て
、
わ
ヵミ
国
に
も
大
き
な
影
響
を
も
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
初
期
資
本
主
義
〈
匂
込
町
付
与
式
即
日
2
5
5
)
の
時
期
に
充
分
注
発
展
を
と
げ
た
と
す
る
。
「
資
本
主
義
発
展
に
対
す
る
組
織
的
簿
記
の
意
義
」
に
お
い
て
は
、
〈
4
)
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
形
式
と
内
容
と
い
っ
た
関
係
に
あ
る
」
と
す
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
資
本
主
義
を
複
式
簿
記
と
の
関
係
な
し
に
考
え
て
「
資
本
主
義
が
機
能
す
る
手
段
と
し
て
複
式
簿
記
を
作
り
出
し
た
の
か
、
ま
た
複
式
簿
記
の
精
神
と
し
て
資
本
主
義
を
生
み
だ
し
た
か
は
判
然
と
し
な
い
」
と
い
う
。
ゾ
ン
パ
ル
ト
は
複
式
簿
記
の
本
質
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
し
た
。
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
単
に
形
式
と
し
て
複
式
簿
記
を
開
通
と
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
複
式
簿
記
の
合
理
性
と
資
本
主
義
の
精
神
を
ど
の
よ
う
に
み
る
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
っ
て
、
M
・
ウ
ェ
パ
ー
で
も
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
で
は
黒
揮
清
『
簿
記
原
理
』
(
昭
和
九
年
)
、
木
村
和
三
郎
『
銀
行
簿
記
論
』
(
昭
和
十
年
・
有
斐
閣
〉
に
結
実
す
る
論
争
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
、
雑
誌
『
会
計
』
で
議
論
さ
れ
た
臼
一
九
二
二
年
に
は
イ
タ
リ
ア
の
ハ
ア
ピ
オ
・
ベ
ス
タ
の
「
会
計
学
」
第
二
版
が
で
る
（
日
rzQ
切
g
E－
円、
ω
回出血肉日。ロ⑦己
p
仏出。
。
68
ロ
仏
印
刷
門
出
回
目
。
ロ
タ
ζ
ロ
ωHHPHCMN）
。
本
書
は
二
一
巻
よ
り
な
る
会
計
学
の
研
究
書
で
あ
る
が
、
会
計
史
研
究
に
も
大
き
な
功
績
を
の
こ
し
た
。
第
二
巻
に
お
い
て
、
棚
卸
の
歴
・
更
、
借
方
・
貸
方
の
意
味
に
つ
い
て
、
簿
記
の
起
源
、
単
式
簿
記
の
発
展
を
、
第
三
巻
で
は
複
式
簿
記
の
発
展
、
会
計
学
の
歴
史
、
監
査
の
歴
史
な
ど
を
論
ず
る
。
複
式
簿
記
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ノ
ア
起
源
説
（
一
三
四
O
年
史
料
の
重
視
説
）
を
確
立
し
た
も
の
で
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
会
計
史
研
究
に
お
い
て
中
心
的
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ベ
ス
タ
は
イ
タ
リ
ア
の
会
計
史
研
究
の
先
輩
、
ヂ
オ
バ
ン
ニ
・
ラ
ン
プ
一
ブ
γ
キ
（
の
日
OJ益
出
口
日
戸
山
口
同
H・2
5
F
r
F
o
。ユ
m
円山口円安
wロ州
W
U
山
HAU日HvhH
円山内｝
M
M
℃
H
P
匂
OHHmw吋
h
y
H∞む
H）
、
パ
リ
オ
ラ
（
HUZ口
問
。
∞
ω片山。
H
P
H
問。
B
自
由
。
目
白
血
C
H
R
E
E
宏司同）
F
E
日E
P。・
H∞
笥
）
、
ピ
ァ
、
不
ロ
（」よ出。
σロ
NO
ぐ
円
山
口
。
口
。
・
戸
口
の
白
吋
hvCHc－
。
ロ
σ口問由一円。門戸
hv
白日目。門
H
E柱
。
ロ
O円
F
冨
O印
即
日
ロ
山
岨
寸
ユ
自
由
民
E
L
g
e
、
バ
リ
ア
ノ
（
わ
ぬ
巴
円
。
回
白
m
H
U
R）・
ω
巳
H
p
gロ
E
E
E
H
b
a
印
E
Z
E
の
ol
S
J
U〉
H
o
g
g門E
P
H
G
H
H）
、
チ
ェ
ケ
ル
リ
（
K
F
5
2
E
C
O
R
F
R
O
E－
H
H
F巴
丘
B
R
S
E
E
門E
E
ω
E
S
E
O色
c
r
u
－、名目）
HI
目。白
N山Oロ
O
応。ロ仰向）臼
H・t什
mw
仏
OHVHV向。
ω
明日
Hd山口凶
O
D
O
H
印。ゎ。円。門
HOC日HHOρ
ロ山円安）噛
百円。口ぃ
PHCHω
）
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
行
論
し
た
。
ベ
ス
タ
は
十
四
・
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
が
複
式
簿
記
生
成
発
展
史
の
中
心
に
な
る
こ
と
を
認
め
、
史
料
の
枝
討
を
深
め
た
。
一
九
二
七
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
・
ワ
l
ル
の
会
計
史
『
。
ハ
チ
ヨ
l
ロ
よ
り
ス
テ
ィ
ヒ
ン
へ
』
、
が
出
版
さ
れ
た
（
口
同
・
司
・
の
－
kr－
uo
当
mgy
〈
山
口
同
vs－。
H
o
gけ
ω
Z己
ロ
it
－
－
開
。
ロ
盟
百
円
白
m
o
Eけ
り
o
F
0
2
4山
口
出
旦
回
。
owHHOロ仏
O
P
Z
U
0
2
0乱。ユ
mwHM己
o
p
問
。
。
口
出
。
ロ
門
Y
H
m
v
ぬ吋〉。
本
書
の
構
成
。
第
一
章
十
五
・
六
世
紀
に
お
け
る
商
業
の
発
展
、
第
ニ
章
ハ
チ
オ
ロ
以
前
の
簿
記
の
発
展
、
第
三
章
ル
カ
・
パ
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
会
計
史
学
。
生
成
と
発
達
チ
オ
ロ
と
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
、
第
四
章
ベ
ネ
デ
ト
l
・
コ
ト
ル
リ
イ
と
十
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
著
者
達
、
第
五
章
ド
イ
ツ
の
十
六
世
紀
に
お
け
る
簿
一
記
の
教
科
書
、
第
六
章
十
六
位
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
簿
一
品
の
著
者
達
、
沼
上
]
章
一
俊
式
簿
一
つ
山
の
理
論
の
発
展
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
第
六
章
が
中
心
で
あ
る
。
本
書
は
実
践
史
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
中
心
は
文
献
史
の
展
開
で
あ
る
。
第
六
章
は
川
イ
ン
パ
イ
ン
(
守
口
ペ
8
1宮
m
U
V
片
山
田
宮
段
。
目
印
)
、
倒
メ
ン
ヘ
ル
ボ
1
ネ
(
E
O
H
H
の
ω宅
S
D
O
)
、
ゆ
ピ
l
テ
ル
ツ
S
E
E
M
M日
oggN)、
同
ク
ロ
l
ト
扇
町
民
吾
色
。
S
0
5
2
8
5
、
同
ウ
エ
ン
ト
ゼ
ス
(〈印
HmwHM
江
口
守
山
m山口口げ
O吋
寸
ω
口
問
。
H回目以付。ロ〉、
め
サ
(
『
ラ
ウ
ス
(
戸
両
国
立
と
ロ
ヨ
g
g
g
u
g
)、
同
メ
レ
マ
(HNH
巳
ロ
印
国
内
山
O
戸田一門広口印
H
L
O
O
ロ
宮
命
日
日
開
自
由
)
、
同
ヴ
ァ
ン
・
レ
ン
テ
ル
ゲ
l
ム
(切
ω
Z
H
H
O
H
O
B
Oロ
印
〈
山
口
問
。
HM
宮
司
ぬ
-
H
g
B
)
、
附
ダ
イ
グ
(〕/向山
H
1
江
口
ぐ
白
ロ
門
回
。
ロ
ワ
M
1
0
F
円めて
(10) 
オミ
レ
ザ《、
、フ
ケ
(
N
印
。
}
回
目
己
目
白
ぐ
山
口
出
。
。
円
。
σowo)、
間
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
ヒ
ン
(
巴
目
。
ロ
ωけ
0
4
E
)
の
業
績
に
つ
い
て
論
じ
る
。
本
書
の
対
象
年
代
は
十
五
・
六
世
紀
で
あ
り
、
複
式
簿
記
発
生
・
発
展
史
が
主
と
し
て
十
回
・
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
を
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
や
や
新
し
い
時
点
を
対
象
、
と
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
、
十
七
世
紀
は
経
済
史
上
オ
ラ
ン
ダ
の
栄
ヰ
ん
の
世
紀
で
あ
る
、
が
、
合
計
史
も
イ
タ
リ
ア
段
階
と
異
な
っ
て
企
業
の
資
本
リ
利
潤
計
算
、
し
た
が
っ
て
期
間
計
算
を
問
題
左
ず
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
間
題
は
今
日
ま
で
の
会
計
史
研
究
で
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
二
0
年
代
ま
で
の
研
究
は
も
っ
ぱ
ら
、
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
回
中
藤
一
郎
教
授
に
よ
っ
て
「
パ
チ
オ
リ
か
ら
ス
テ
ぜ
ン
へ
」
(
町
商
業
経
済
論
叢
』
旧
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
機
関
誌
・
昭
和
十
一
年
一
一
一
月
)
と
い
う
題
で
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
史
研
究
は
田
中
教
授
の
一
人
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
今
後
の
研
究
の
中
心
に
据
え
ら
れ
べ
き
で
あ
る
。
第
六
章
の
最
後
に
シ
モ
ソ
・
ス
テ
ィ
ヒ
ソ
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
告
す
件
、
も
8
0
E
2
げ
m
B
山
口
事
2
0
同貯
E
H
H
O
O
片
付
句
。
ロ
ロ
。
。
広
告
宮
町
。
官
官
ロ
ス
テ
ィ
ヒ
γ
は
吉
田
の
8
2
Wげ
の
の
r
r
c
v
f巳
訟
o
p
z
v
o
E
i
出。。のげ畑山
H
⑦
σ。
HmwHM
ぐの
HmA一
O
口色。
問。。吋
0
・
富
山
口
岡
山
Z
・
M
M
江
口
A
U
O
〈
山
口
。
3
0出
向
日
o
p
の
2
4
0
ぐ
m
E
Z
ω
印
印
山
口
O
けの・
(
回
。
由
。
宮
古
語
口
含
ロ
円
巴
5
8
ω
g
i
p
sロ
回同
1
F
M
m
m州
V
O
)
円、
O
M
1門
円
ゆ
D
W
H
a
c
∞・
と
い
う
著
書
(
数
学
的
伝
統
録
)
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
法
を
の
べ
た
が
、
決
算
締
切
り
に
つ
い
て
期
間
計
算
を
問
題
と
し
た
。
そ
こ
に
「
貸
借
対
照
表
」
が
問
題
と
さ
れ
る
。
こ
の
本
の
例
示
は
資
本
の
有
機
的
構
成
が
極
度
に
低
い
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
企
業
経
営
を
示
す
一
つ
の
史
料
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ヒ
ン
研
究
の
意
義
。
複
式
簿
記
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
十
四
・
五
世
紀
、
そ
し
て
十
六
世
紀
も
口
別
損
益
計
算
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
十
六
世
紀
末
よ
り
十
七
世
紀
に
か
け
て
期
間
計
算
が
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
背
景
に
は
株
式
会
社
の
先
駆
的
形
態
を
示
す
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
形
成
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
期
間
計
算
は
継
続
性
企
業
の
う
え
に
た
ち
、
経
常
活
動
を
人
為
的
に
切
断
し
て
損
益
計
算
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
人
為
的
区
分
を
め
ぐ
っ
て
、
口
別
計
算
H
完
了
計
算
に
は
な
か
っ
た
問
題
が
で
て
き
た
。
棚
卸
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
期
末
在
高
は
損
益
計
算
に
は
直
接
の
関
係
を
も
た
な
い
。
こ
れ
が
存
在
し
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
簿
記
計
算
に
は
損
益
計
算
の
関
連
部
分
の
計
算
と
、
無
関
連
部
分
の
計
算
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
パ
チ
ョ
1
リ
段
階
に
は
必
要
な
く
、
ま
た
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
問
題
を
ス
テ
ィ
ヒ
ン
は
提
起
し
た
。
そ
れ
は
期
間
計
算
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
貸
借
対
照
表
」
が
山
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
己
れ
は
ま
だ
複
式
簿
記
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
企
業
資
本
の
在
り
高
を
一
万
し
て
く
る
。
と
の
点
を
ゲ
イ
ス
ピ
}
グ
が
問
題
と
し
て
お
り
、
デ
-
ワ
I
ル
に
も
の
っ
て
い
る
。
デ
・
ワ
1
ル
の
著
書
は
八
日
別
計
算
よ
り
期
間
計
算
へ
〉
と
い
う
内
容
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
期
間
計
算
の
問
題
の
先
頭
に
ス
テ
ィ
ヒ
ン
が
た
つ
。
パ
チ
ョ
l
リ
に
つ
い
て
は
原
典
の
翻
訳
か
ら
始
ま
っ
て
内
容
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
ス
テ
ィ
ヒ
ン
に
つ
い
て
は
ま
こ
と
に
少
な
い
。
本
来
的
に
会
計
史
た
問
題
と
す
る
か
、
ぎ
り
、
パ
チ
ョ
l
リ
以
上
に
ス
テ
ィ
ヒ
ン
が
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
は
会
計
史
に
お
け
る
十
七
世
紀
の
意
義
に
も
関
連
し
て
く
る
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
者
が
扱
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
二
四
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
み
よ
う
。
ア
ン
ヨ
ン
の
研
究
が
あ
る
、
が
、
G
・寸
-
K
F
5
1
0
P
H
N
o
gロ
ゅ
の
氏
。
5
0同
任
。
何
日
守
口
高
田
丘
K
F
B
O
l
片山
g
ロ
krcccロ
己
申
pcu--H
∞
ω
l
H
∞8
・
2
0
4
司ペ
OH・F
H
C
M切
)
ベ
ン
ト
レ
イ
(
図
。
口
己
M1・
出
・
。
・
・
回
円
向
。
同
叫
，
B
E目白血。ロ
5
0
同
日
出
汁
OHM-
自
己
巴
ぬ
ぐ
O
F℃
目
。
口
付
。
同
〉
の
の
。
ロ
ロ
EDou--
∞g
E
P
E
N
S
と
ネ
ル
ソ
ン
(
Z巳印
O
P
0・
ω・旬、
H，H
O
回目印け
OHM-o同
〉
ccczp江
口
問
d
H
O
o
q
-
H
u
g
s
-
s巳
P
E
N
C
)
が
出
て
会
計
史
研
究
が
本
格
化
す
る
。
二
十
年
代
の
ド
イ
ツ
は
第
一
次
大
戦
の
敗
戦
に
よ
る
困
難
時
代
で
み
る
べ
き
業
績
は
な
く
、
イ
ェ
l
ゲ
ル
や
カ
イ
ル
の
先
駆
的
研
究
は
凍
結
さ
れ
て
お
り
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
よ
う
な
社
会
学
者
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
の
危
機
的
段
階
で
の
本
質
論
研
究
が
深
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
敗
戦
に
よ
る
経
済
の
混
乱
、
そ
の
安
定
と
二
十
年
代
が
進
み
、
一
九
二
九
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
I
ル
街
か
ら
資
本
主
義
史
上
最
悪
の
恐
慌
が
勃
発
し
て
く
る
。
二
九
年
恐
慌
は
会
計
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
よ
り
損
益
計
算
書
へ
と
重
点
を
移
動
さ
せ
た
。
こ
れ
は
会
計
の
根
本
思
考
の
変
更
で
あ
る
が
、
危
機
の
会
計
学
と
し
て
近
代
会
計
学
が
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
三
0
年
代
は
、
危
機
の
克
服
対
策
が
と
ら
れ
る
が
、
危
機
認
識
は
社
会
科
学
を
高
揚
さ
せ
た
。
こ
の
な
か
で
、
わ
が
国
で
は
ゾ
ン
バ
ル
ト
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
複
式
簿
記
の
本
質
論
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
て
く
る
し
、
こ
れ
に
つ
れ
て
複
式
簿
記
発
生
史
研
究
も
進
む
。
十
年
代
に
は
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
ー
ン
(者口
B
2
F・
の
5
8
・
呂
田
宮
ミ
自
己
ωロ
ミ
唱
え
K
F
R
O
S
Eロ
ミ
・
Z
-
Jヘ・
HCωC)
、
イ
ギ
リ
ス
の
ム
1
レ
イ
(
ロ
日
正
門
同
宮
口
円
H・uJRUHHぷ)什
OH印
山
口
仲
何
回
。
回
目
印
け
0
3
1
0同
国
。
。
w
w
o
o古山口
m-
kroooロロけ山口の
uJ
白口広
。
E
B
O円。
U
H
k
r
ユS
E
E
r
-
2
2
m。
4『・
HCω
。
)
が
で
る
。
グ
リ
ー
ン
の
会
計
史
は
ウ
ィ
ル
ド
マ
ン
(
』
。
甘
口
問
・
4
司
ロ
色
白
山
口
)
の
序
文
が
あ
る
。
「
歴
史
は
過
去
の
で
き
事
を
、
現
在
の
助
け
と
な
る
よ
う
に
写
し
出
す
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
は
実
際
的
・
理
論
的
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
そ
れ
は
過
去
の
経
験
を
利
用
し
、
過
ぎ
去
っ
た
誤
ち
を
避
け
る
た
め
の
基
礎
を
あ
た
え
る
。
理
論
的
に
は
、
そ
れ
は
現
在
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の
知
的
視
点
を
確
立
す
る
に
あ
る
」
と
い
う
。
本
文
の
構
成
。
第
一
章
数
概
念
、
第
二
章
ハ
ピ
ロ
ニ
ア
、
ブ
ッ
シ
リ
ア
に
お
け
る
会
計
、
第
三
章
簿
記
の
歴
史
、
第
四
章
職
業
的
会
計
人
の
た
め
の
立
法
、
第
五
章
職
業
的
会
計
人
の
た
め
の
教
育
、
第
六
章
会
計
士
団
体
、
第
七
章
附
論
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
ニ
章
、
第
四
章
に
相
当
部
分
を
あ
て
て
い
る
。
第
三
章
「
簿
記
の
歴
史
」
の
筋
書
き
。
ま
ず
、
「
十
二
一
世
紀
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
簿
記
実
践
」
と
し
て
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
銀
行
帳
簿
を
あ
げ
る
。
つ
い
で
、
「
十
四
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
簿
記
実
践
」
を
論
じ
、
十
四
世
紀
の
概
観
、
初
期
の
勘
定
帳
簿
、
ボ
ニ
ス
兄
弟
商
会
(
切
C
P
U
切円。
F
2印
)
、
ダ
テ
ニ
イ
商
会
を
と
り
あ
げ
る
。
以
下
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
簿
記
実
践
」
、
そ
れ
は
ソ
ラ
シ
ツ
オ
兄
弟
商
会
、
最
初
の
一
克
帳
、
ヨ
ト
ル
リ
イ
(
C
B
E
E
C
の
簿
記
論
草
稿
を
含
ん
で
い
る
c
さ
ら
に
「
ル
カ
・
バ
チ
ョ
l
p
」
と
な
り
、
バ
チ
ョ
l
リ
の
生
涯
、
数
学
の
講
義
、
簿
記
に
つ
い
て
の
論
稿
を
含
む
。
の
イ
タ
リ
ア
の
著
者
」
で
は
、
タ
リ
ユ
ン
テ
(
の
吉
司
ωロ
巴
叶
陪
色
町
口
付
。
)
、
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
他
マ
ン
ツ
ォ
1
ニ
〈
口
。
5
0
E
g
昌
g
N
O巳
)
を
論
ず
る
。
「
十
六
世
紀
に
お
け
る
簿
記
実
践
L
で
は
、
最
初
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
簿
記
の
著
者
と
し
て
シ
ュ
ラ
イ
パ
l
(ω
の
E
1
0
F
O円
)
を
、
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
の
著
書
と
し
て
オ
ー
ル
ド
カ
ス
ト
ル
(
C
E
S由巳
O
)
に
関
説
す
る
。
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
簿
記
実
践
し
と
し
て
、
ま
ず
シ
モ
シ
-
ス
テ
ィ
ヒ
ン
を
と
り
あ
げ
、
著
書
『
数
学
的
伝
統
』
の
う
ち
で
簿
記
を
論
じ
て
い
る
部
分
に
お
よ
び
、
そ
の
一
O
の
章
の
概
要
を
示
す
。
さ
ら
に
地
方
自
治
体
の
会
計
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
最
初
の
会
計
学
の
著
者
と
な
る
。
「
十
八
世
紀
に
お
け
る
簿
記
実
践
」
で
は
、
ァ
ィ
‘
ル
ラ
ン
ド
の
簿
記
教
科
書
に
つ
い
て
の
ベ
、
つ
い
で
ジ
ョ
l
ン
ズ
の
イ
ギ
リ
ス
式
簿
記
に
お
よ
ぶ
。
「
十
九
世
紀
に
お
け
る
簿
記
実
践
」
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
簿
記
教
科
書
に
つ
い
て
の
ベ
、
つ
い
で
ジ
ョ
l
ン
ズ
の
イ
ギ
リ
ス
式
簿
記
に
お
よ
ぶ
。
「
十
九
世
紀
に
お
け
る
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
二
五
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
一一六
簿
記
実
践
」
で
は
大
陸
式
簿
記
の
影
響
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
簿
記
実
践
と
な
っ
て
、
最
後
に
「
二
十
世
紀
に
お
け
る
得
記
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
指
導
的
著
者
た
ち
を
論
じ
て
い
る
。
本
書
は
会
計
史
の
対
象
を
世
界
一
周
論
と
い
う
か
周
辺
草
命
説
的
論
理
に
よ
っ
て
構
成
し
、
そ
の
発
展
過
程
を
え
が
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ム
l
レ
イ
の
著
書
は
、
ま
ず
「
十
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
簿
記
・
会
計
」
で
、
つ
い
で
「
会
計
史
初
期
の
簿
記
と
会
計
L
、
が
、
そ
し
て
、
「
法
律
問
題
」
と
な
り
、
「
簿
記
史
」
と
な
る
。
簿
記
史
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
簿
記
学
史
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
0
年
代
を
か
ぎ
る
設
大
の
業
績
は
、
A
・
c-
リ
ト
ル
ト
ン
の
会
計
史
で
あ
る
。
kFDm凶
回
目
白
m
m
)
H
H
2
H
O
田口
2
-
Z
O
H
M
-
k
r
o
g
ロ
口
氏
口
問
切
g
Zけ
{
O
口
付
。
E
C
0・
Z04司ペ
2
F
H
C
ω
ω
・
リ
ト
ル
ト
ン
教
授
は
単
に
会
計
史
家
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
会
計
学
者
と
し
て
わ
が
国
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
本
書
の
構
成
を
み
よ
う
。
こ
れ
は
前
篇
「
複
式
簿
記
の
生
成
と
発
展
」
、
後
篇
「
簿
記
よ
り
会
計
学
へ
の
発
展
」
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
全
体
が
二
十
二
章
よ
り
な
る
も
の
で
あ
る
。
前
篇
は
複
式
簿
記
生
成
史
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
複
式
簿
記
の
形
成
過
程
を
勘
定
記
入
の
体
業
化
過
程
と
し
て
と
ら
え
つ
つ
、
複
式
簿
記
の
本
質
を
歴
史
的
に
究
明
す
る
。
発
展
過
程
の
基
本
線
を
八
代
理
人
簿
記
よ
り
資
本
主
簿
記
へ
〉
と
す
る
。
代
理
人
簿
記
は
ロ
l
マ
段
階
に
成
立
し
て
い
た
(
第
三
章
複
式
簿
記
の
特
質
)
。
し
か
し
こ
れ
は
勘
定
記
入
の
二
重
性
機
構
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
本
主
簿
記
で
は
な
か
っ
た
。
資
本
主
利
潤
を
求
め
る
機
構
と
し
て
複
式
簿
記
が
本
来
的
に
成
立
し
た
と
す
る
。
「
資
本
主
概
念
(
℃
3
1
r
z
l
g
E匂
)
は
、
勘
定
記
入
が
複
式
簿
記
に
ま
で
発
展
結
実
す
る
た
め
の
最
後
の
重
要
な
変
容
要
素
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
折
口
。
こ
れ
が
八
十
五
世
紀
〉
に
な
さ
れ
て
く
る
。
「
単
な
る
勘
定
記
入
が
、
複
式
簿
記
へ
発
展
結
実
し
た
第
一
段
階
と
L
て
資
本
主
資
本
(
也
吋
OH】
片
山
内
件
。
円
l
印
]
同
日
目
V
C
白
℃
日
目
い
回
目
)
を
中
心
と
す
る
相
互
関
係
あ
る
勘
定
の
首
尾
一
貫
し
た
構
図
の
形
式
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
第
二
段
階
は
複
式
簿
記
の
技
(6) 
術
的
な
簿
記
的
変
容
と
し
て
描
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
。
後
篇
は
「
簿
記
よ
り
会
計
へ
の
発
展
」
で
あ
る
が
、
構
成
を
み
よ
う
。
第
十
一
章
会
計
理
論
に
お
け
る
資
本
主
主
体
説
、
第
十
二
章
会
計
理
論
に
お
け
る
企
業
主
体
説
、
第
十
二
一
章
株
式
会
社
の
影
響
、
第
十
四
章
減
価
償
却
、
第
十
五
章
有
限
責
任
、
第
十
六
章
ギ
リ
ス
会
計
監
査
の
発
達
史
的
背
景
、
第
十
七
章
会
計
士
制
度
の
発
達
、
第
十
八
章
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
法
律
監
五
、
第
十
九
章
監
査
手
続
、
第
二
十
章
原
価
会
計
の
発
足
、
第
二
十
一
章
十
九
世
紀
末
葉
に
お
け
る
原
価
会
計
の
発
展
、
第
二
十
二
章
会
計
の
進
化
な
ど
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
(
7〉
「
十
九
世
杷
に
い
た
っ
て
簿
記
は
会
計
学
に
元
展
し
た
」
と
い
う
が
、
資
本
主
理
論
は
ヒ
ュ
i
グ
リ
、
シ
工
ア
l
、
ス
プ
レ
ー
グ
等
に
よ
っ
て
論
理
化
が
進
む
が
、
ア
メ
リ
カ
会
計
学
に
支
配
的
勢
力
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
企
業
体
理
論
は
ホ
ル
ソ
ム
、
ベ
ル
リ
ナ
ー
が
主
張
す
る
も
の
で
ド
イ
ツ
会
計
学
に
つ
よ
い
影
響
を
も
っ
た
と
す
る
。
企
業
体
理
論
に
お
い
て
は
、
「
簿
記
は
、
本
来
、
企
業
が
外
部
か
ら
委
託
さ
れ
た
全
財
産
に
つ
い
て
外
部
者
に
対
す
る
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
手
段
で
あ
る
と
す
る
。
か
く
て
、
企
業
体
理
論
は
、
資
本
主
主
体
理
論
が
簿
記
を
資
本
主
に
属
す
る
財
産
の
構
成
と
そ
の
全
体
を
行
ノ
本
主
の
立
場
に
お
い
て
計
算
す
る
手
段
で
あ
る
の
と
、
ま
っ
た
く
〈
8〉
対
際
的
な
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
し
と
す
る
。
こ
れ
が
基
底
に
あ
っ
て
会
計
学
が
論
理
化
さ
れ
る
が
、
会
計
理
論
は
資
本
と
収
益
の
区
分
理
論
で
あ
る
。
「
資
本
と
収
益
と
の
区
別
を
表
示
し
う
る
能
力
は
、
複
式
簿
記
の
も
つ
一
の
技
術
的
特
質
で
あ
り
、
し
か
し
て
定
期
的
利
益
を
正
確
に
計
算
す
る
こ
と
は
会
計
の
一
の
重
要
な
職
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
株
式
会
社
が
資
本
と
収
益
と
を
区
別
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
め
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
(
日
)
ま
た
、
簿
記
か
ら
会
訂
へ
の
発
展
を
そ
れ
だ
け
刺
戟
し
た
の
で
あ
っ
た
」
o
〈
株
式
会
社
の
影
響
〉
が
会
計
へ
の
一
つ
の
要
因
で
あ
り
、
第
二
は
〈
減
価
償
却
〉
で
あ
っ
た
。
「
株
式
会
社
の
発
展
か
ら
提
起
さ
れ
た
一
つ
の
重
要
な
会
計
問
題
は
、
収
益
に
対
す
る
費
用
は
如
何
に
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
二
七
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
九
〈
玲
〉
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
や
が
て
固
定
資
産
の
減
価
償
却
お
よ
び
更
新
問
題
を
ひ
き
起
す
に
至
っ
た
」
。
第
三
が
〈
有
限
責
任
〉
で
あ
る
。
「
株
式
会
社
は
会
計
思
考
の
発
展
に
直
接
的
影
響
を
お
よ
事
ほ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
〈
日
）
は
、
単
純
な
る
複
式
簿
記
の
麗
鮮
を
と
え
て
、
資
本
と
収
益
と
を
は
っ
き
り
区
別
す
べ
き
職
能
を
会
計
に
課
し
た
の
で
あ
っ
た
」
。
株
式
会
社
企
業
は
商
業
の
み
で
な
〈
、
工
業
に
展
開
す
る
。
こ
れ
が
減
価
償
却
問
時
間
を
起
し
、
工
業
会
計
・
原
価
計
算
制
度
を
成
文
さ
せ
る
。
他
方
、
所
有
関
係
は
有
限
責
任
制
を
基
底
と
し
て
、
監
査
や
会
計
士
制
度
を
展
開
さ
せ
る
。
会
計
現
象
の
但
々
の
要
因
に
つ
い
て
の
歴
史
的
分
析
と
し
て
会
計
史
を
構
成
し
て
い
る
が
、
八
十
五
世
紀
〉
を
中
心
と
し
た
簿
記
史
に
対
し
て
〈
十
九
世
紀
〉
を
分
析
し
た
。
「
光
は
は
じ
め
十
五
世
紀
に
、
つ
い
で
十
九
世
紀
に
射
し
た
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
の
商
業
と
貿
易
の
急
速
な
発
達
に
せ
ま
ら
れ
て
、
人
は
帳
簿
記
入
を
複
式
簿
一
記
に
発
展
せ
し
め
た
。
時
う
つ
っ
て
十
九
世
紀
に
い
た
る
や
当
時
の
商
業
と
工
業
の
飛
躍
的
な
前
進
に
せ
ま
ら
れ
て
、
人
は
複
式
簿
記
を
会
計
に
発
展
ぜ
し
め
た
の
で
あ
伊
。
十
九
世
紀
会
計
史
分
析
の
先
駆
と
し
て
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
邦
訳
者
片
野
一
郎
教
授
は
「
リ
ト
ル
ト
ン
の
原
著
は
、
会
計
の
史
実
そ
の
も
の
を
書
き
鱗
っ
た
単
な
る
会
計
史
で
は
な
く
、
会
計
進
化
の
動
向
を
社
会
史
的
経
済
史
的
に
究
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
審
物
以
前
に
各
国
の
簿
記
会
計
の
史
実
に
関
し
て
書
か
れ
た
数
多
く
の
貴
重
な
文
献
は
、
教
授
に
い
た
り
弁
証
法
的
に
綜
合
さ
れ
惇
化
さ
れ
体
系
化
さ
れ
て
、
い
わ
ば
『
会
計
進
化
論
』
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
れ
が
会
計
史
の
本
来
的
方
向
で
あ
ろ
う
。
リ
ト
ル
ト
ン
は
会
計
史
研
究
で
十
五
世
紀
と
十
九
世
紀
分
析
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
十
五
世
紀
の
簿
記
が
十
九
世
紀
に
に
わ
か
に
会
計
に
飛
躍
す
る
も
の
で
は
な
い
。
十
七
世
紀
に
一
つ
の
問
題
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
期
間
計
算
成
立
の
問
題
で
あ
る
が
、
り
ト
ル
ト
ン
は
あ
ま
り
問
題
と
し
て
お
ら
な
い
。
本
書
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
戦
前
か
ら
問
題
と
さ
れ
、
木
村
和
三
郎
教
授
の
減
価
償
却
成
立
史
と
な
り
、
戦
後
の
松
尾
憲
橘
教
授
の
減
価
償
却
史
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
木
古
一
日
の
紹
介
が
茂
木
虎
雄
稿
「
リ
ト
ル
ト
ソ
会
計
史
の
方
法
と
内
容
」
〈
『
企
業
会
計
』
第
九
巻
第
口
マ
・
昭
泣
)
と
な
り
、
ま
た
木
村
和
三
郎
「
リ
ッ
ト
ル
ト
ン
会
計
発
達
史
へ
の
批
判
」
(
『
簿
記
』
九
巻
二
号
・
昭
誌
)
と
な
っ
て
い
る
。
木
村
教
授
は
本
書
は
損
益
計
算
の
歴
史
的
変
遷
の
事
実
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
。
損
益
計
算
発
達
史
こ
そ
会
計
史
の
中
核
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
従
来
の
研
究
は
複
式
簿
記
発
生
史
で
あ
つ
だ
。
一
九
三
三
年
に
は
国
弘
仏
巳
B
U
O
E丘
。
止
・
同
)
円
m
w
x
m
w回目。口町田の
V
O
回ロの何回町内
H
けロロ
m
日P
H
A
H
-
ロ
門
H
H
U
・
MNH
同
門
げ
ロ
ロ
門
目
。
門
司
い
ロ
ロ
門
日
句
mwl
。目。
-
U
F
Oぴ
O
ロ
ロ
ロ
門
目
当
O
H
H
P
ω
けロけ仲間白ユ・
5
ω
ω
・
が
出
た
。
一
九
三
四
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
0
・
テ
ソ
・
ハ
ウ
ベ
教
授
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
十
七
・
八
世
紀
研
究
が
あ
ら
わ
れ
た
。
。
口
付
。
、
同
，
o
ロ
出
向
ぐ
0
・
ロ
σ
F
O
O門
司
臼
口
F
O
け
図
。
o
w
H
H
。ロ
amwp
山
口
仏
0
2
0
色
。
込
山
口
a
o
D
由
江
言
。
ロ
由
来
凶
N
O〈
O
口
氏
。
ロ
a
o
o
ロ
krnH戸
注
目
。
ロ
仏
ぬ
図
。
口
当
・
ロ巴片付・
5
ω
A
H・
本
書
は
四
部
よ
り
な
る
〈
十
七
・
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
簿
記
の
研
究
V
で
あ
る
が
、
第
一
部
「
十
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
オ
-
フ
ン
ダ
の
商
業
、
海
運
業
お
よ
び
工
業
の
発
展
に
つ
い
て
の
醗
史
的
考
察
」
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
経
済
史
の
背
景
を
問
題
に
し
て
お
り
、
第
二
部
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
十
七
・
八
世
紀
の
簿
記
の
歴
史
」
で
あ
り
、
本
書
の
中
心
で
あ
る
が
、
本
書
の
副
題
に
は
「
ス
テ
ィ
ヒ
ン
よ
り
J
ア
グ
ラ
ソ
ジ
ュ
(
同
)om円
回
口
問
。
)
へ
」
と
あ
っ
て
、
デ
・
ワ
i
ル
に
続
く
時
点
を
扱
っ
た
文
献
史
的
研
究
で
あ
る
。
ヘ
ソ
ド
リ
ッ
ク
・
ワ
ニ
ヘ
ン
・
フ
ォ
ン
・
キ
ヤ
ソ
ペ
ン
(
z
o
p
弘
司
目
。
日
刊
当
S
E
p
mげ
の
口
司
山
口
の
世
E
H
U
O
D
)
の
二
ハ
一
O
年
の
持
記
書
か
ら
始
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
者
以
外
も
含
め
て
い
る
。
ヂ
ヤ
ヅ
ク
・
サ
ヴ
ァ
リ
l
(
ト
『
ω
g
g白
ω山
口
山
門
吋
)
の
項
で
は
、
主
著
『
定
全
な
る
商
人
』
に
ふ
れ
、
「
サ
ヴ
ァ
リ
I
の
法
典
」
と
も
い
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
商
事
法
典
の
注
釈
吉
と
し
て
の
意
義
を
と
く
。
一
六
七
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
商
事
法
典
の
紹
介
を
す
る
。
J
・
サ
ヴ
ァ
リ
ー
は
三
帳
簿
、
す
な
わ
ち
仕
訳
様
、
一
五
帳
、
現
金
出
納
帳
よ
り
な
る
簿
記
法
を
前
提
し
て
い
る
。
本
書
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
一
九
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
。
は
棚
卸
計
算
に
よ
る
貸
借
対
照
表
を
一
不
す
が
、
こ
の
貸
借
対
照
表
は
デ
・
ワ
l
ル
の
書
に
一
亦
さ
れ
た
シ
モ
ン
・
ス
テ
ィ
ヒ
ン
の
貸
借
対
照
去
に
比
し
て
、
い
わ
ゆ
る
固
定
資
産
を
認
識
し
て
い
る
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、
デ
・
ラ
・
ボ
ル
ド
(
U
O
U
喝
。
吋
件
。
)
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
サ
ム
エ
ル
・
エ
ン
・
ヤ
l
ン
・
ピ
i
ル
・
リ
カ
i
ド
(ω
即日
5
-
S
M
0
2
2
2
5
初
日
の
出
吋
門
同
)
に
な
り
、
一
七
O
四
・
五
年
の
二
ヶ
年
に
わ
た
る
一
般
商
品
勘
定
例
を
示
し
℃
い
る
。
十
八
世
紀
を
背
景
と
し
た
記
帳
例
を
体
系
・
更
し
て
い
る
ア
ン
ド
レ
セ
ソ
ス
(
』
・
切
・
句
・
U
O
〉
ロ
岳
山
め
印
由
。
出
田
)
や
、
生
産
過
程
を
研
究
し
た
ネ
ヅ
ベ
ル
(Tgσ
同
H
M
O
E
M
m
と
を
含
ん
で
、
一
八
O
一
年
出
版
の
簿
記
書
の
著
者
、
ヤ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
リ
ッ
ク
(
守
口
し
「
印
。
。
σ
初
日
の
目
内
)
ま
で
を
扱
り
て
い
る
。
本
書
は
「
会
計
史
に
お
け
る
十
七
世
紀
L
を
問
題
と
し
た
も
の
で
、
前
期
的
資
本
の
十
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
簿
記
実
践
と
近
代
日
資
本
主
義
の
十
九
世
紀
の
株
式
会
社
会
計
実
践
と
の
中
間
に
あ
る
期
間
計
算
の
成
立
期
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
を
問
題
と
し
た
れ
ば
こ
そ
の
業
績
で
あ
っ
た
。
第
三
部
は
「
諸
外
国
に
お
け
る
簿
記
学
の
発
展
」
で
あ
り
、
第
四
部
は
「
結
論
」
と
な
っ
て
い
る
。
田
中
藤
一
郎
教
援
が
「
オ
l
・
テ
ン
・
ペ
ア
著
『
一
七
世
紀
及
び
一
八
世
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
簿
記
尚
子
の
研
究
』
L
(
『
商
業
経
済
論
叢
』
昭
和
十
一
年
一
一
一
月
)
と
題
す
る
紹
介
を
な
し
て
い
る
。
オ
1
・
テ
ン
・
ハ
ブ
の
著
書
は
田
中
教
授
以
外
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
せ
ぜ
ず
、
十
七
世
紀
会
計
史
は
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
経
済
史
の
分
野
で
も
大
塚
久
雄
教
授
の
オ
ラ
ン
ダ
経
済
史
研
究
は
あ
っ
た
が
、
後
続
の
研
究
者
は
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。
会
計
史
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
が
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
複
式
簿
記
史
と
し
て
の
展
開
、
が
主
で
、
十
五
世
紀
の
北
イ
タ
リ
ア
に
対
象
を
求
め
る
こ
左
で
複
弐
簿
記
の
体
系
化
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
に
よ
る
。
欧
米
の
会
計
史
研
究
は
損
益
計
算
制
度
発
展
史
の
側
面
が
弱
い
と
い
わ
れ
る
点
が
、
オ
ラ
ン
ダ
研
究
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
七
世
紀
は
口
別
損
括
計
算
が
、
期
間
損
益
計
算
へ
と
展
開
す
る
と
き
で
あ
っ
た
。
今
後
の
会
計
史
研
究
の
一
つ
の
焦
点
を
な
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
会
計
史
研
究
は
一
九
三
八
年
に
ベ
ラ
ガ
ロ
の
研
究
を
う
む
。
国
仏
者
同
E
P
w
E
m
ω
-
z・
。
ュ
巴
ロ
自
仏
国
g
-
E
F口
。
出
u
oロ
E
O
何
回
仲
ミ
ωccwwooM}山
口
明
〉
ω
宮門
3
1
0片
岡
E
H
U口
司
自
己
目
。
。
同
門
O
B
Z
o
句。ロユい
0
0
口毘
w
m
u
o
口
P
M
吋・
2
0
4
4
 
J
円
。
円
F
一
戸
市
Vω
∞・
ベ
ラ
ガ
ロ
教
授
は
イ
タ
リ
ア
人
の
両
親
を
も
ち
、
高
校
も
イ
タ
リ
ア
で
学
ん
で
い
る
と
い
う
事
情
で
、
イ
タ
ワ
ア
研
究
に
適
し
て
い
る
。
十
四
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
会
計
実
践
を
史
料
に
そ
く
し
て
展
開
す
る
。
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
l
(問。
σ
日ユ
国
・
冨
O
ロ仲間。
B
2
5
の
序
文
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
ベ
ラ
ガ
ロ
の
な
し
た
研
究
の
基
本
的
な
価
値
に
つ
い
て
の
ベ
る
。
ω会
計
の
本
来
の
性
質
は
、
会
計
過
程
と
企
業
経
営
と
の
関
係
で
、
企
業
経
営
は
会
計
過
程
に
適
応
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
企
業
の
経
営
過
程
に
会
計
自
体
を
適
応
さ
せ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
と
。
凶
複
式
記
入
が
あ
ら
わ
れ
て
後
の
数
世
紀
の
問
、
会
計
士
、
教
師
、
会
計
の
著
者
達
は
、
理
論
で
は
な
く
て
、
も
っ
ぱ
ら
会
計
に
お
け
る
取
引
や
そ
の
描
写
に
関
心
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の
こ
つ
の
論
点
を
ふ
ま
え
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
る
る
と
い
う
。
第
一
部
複
式
簿
記
の
起
源
。
ゼ
ノ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
一
一
一
つ
の
類
型
的
把
握
す
一
試
み
ら
れ
る
。
と
く
に
ゼ
ノ
ア
に
お
げ
る
一
三
四
O
年
の
胡
取
勘
定
の
史
料
紹
介
の
功
績
は
大
き
い
。
こ
れ
は
中
世
に
お
け
る
典
型
的
な
冒
険
取
引
の
勘
定
U
会
計
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
部
簿
記
の
著
作
。
コ
ト
ル
リ
イ
(
切
。
ロ
O門
HOAHOCCHけ吋ロ
m
ロ
O
H同白ロ
m
o
o
-
ル
カ
・
パ
チ
ョ
!
リ
を
始
め
と
す
る
一
四
五
八
年
か
ら
一
五
五
八
年
ま
で
を
第
一
段
階
、
一
五
五
九
年
か
ら
一
七
九
五
年
ま
で
を
第
二
段
階
と
し
て
ピ
ェ
ト
ラ
(
U
。
ロ
〉
ロ
moz
虫
ぬ
け
E
)か
ら
始
め
、
ル
ド
ピ
コ
・
フ
ロ
リ
ー
な
ど
を
へ
て
フ
ォ
ル
ニ
イ
(
の
ロ
山
由
。
り
句
。
問
。
円
H
H日
)
ま
で
を
、
一
七
九
六
年
よ
り
現
在
ま
で
を
第
三
段
階
と
し
て
会
計
理
論
の
出
現
と
す
る
。
デ
グ
ラ
ン
ジ
ユ
(
り
か
ね
円
回
口
問
。
)
か
ら
ベ
ス
タ
(
司
乱
)
山
O
切。印け
m
w
)
ま
で
を
扱
う
。
第
三
部
複
式
簿
記
の
機
能
的
発
展
。
元
帳
、
仕
訳
帳
、
恥
財
務
諸
表
を
問
題
と
す
る
。
最
初
の
貸
借
対
照
表
は
十
四
・
五
世
紀
の
フ
ロ
l
レ
ン
ス
の
商
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
財
務
諸
表
を
示
し
て
い
る
。
本
書
に
よ
っ
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
て
実
証
的
研
究
が
進
み
、
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
以
上
、
二
十
年
代
・
三
十
年
代
の
著
書
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
こ
に
会
計
史
研
究
の
焦
点
が
定
ま
っ
て
き
た
。
十
四
・
五
世
紀
の
中
世
イ
タ
リ
ア
簿
記
史
に
中
心
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
起
源
論
に
つ
い
て
「
古
代
ロ
l
マ
説
」
を
主
張
し
た
学
者
と
し
て
P
・
カ
ッ
ッ
、
が
あ
る
。
ヵ
ッ
ツ
は
オ
ラ
ン
ダ
に
生
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
会
計
士
を
し
て
い
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
引
退
し
た
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
た
め
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
第
二
次
大
戦
中
に
殺
害
さ
れ
た
ら
し
い
極
め
て
不
幸
な
学
者
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
江
村
稔
教
授
の
理
論
に
影
響
し
て
い
る
。
カ
ヅ
ツ
の
主
張
は
古
代
ロ
l
マ
に
お
け
る
経
営
関
係
が
、
主
人
の
貸
し
と
奴
隷
の
借
り
と
の
関
連
が
、
奴
隷
の
簿
記
に
お
い
て
貸
借
平
均
関
係
と
し
て
、
複
記
入
さ
れ
る
。
こ
れ
は
経
営
の
委
任
と
受
託
の
設
定
・
解
除
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
代
理
人
簿
記
と
し
て
複
式
簿
記
が
成
立
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同》・阿川
ω
Z
-
何回
H・21
回目邸付。
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目
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口
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目
。
同
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DEDOM--
宮
山
円
。
HY
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何
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町
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krω
号
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5
m
R
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0
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ユm
E
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回
o
o
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o
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向
ず
可
ロ
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E
O
H
W
E
q
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5
0
k
r
c
o
oロ
E
E
m
問。己
0
4司・
u
o
p
-
凶
C
ω
。
と
い
う
論
文
が
ロ
1
マ
説
を
主
張
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
柳
沢
豊
勝
「
ピ
i
・
カ
ッ
ツ
複
式
簿
記
の
起
源
に
就
て
」
(
『
会
計
』
第
二
十
九
巻
一
号
・
昭
和
六
年
七
月
)
が
あ
る
。
カ
ヅ
ツ
は
ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
の
B
・
s
・予
l
メ
イ
の
問
題
と
し
た
十
七
・
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
会
計
事
情
に
先
行
す
る
段
階
を
問
題
と
し
て
い
る
。
HM・州内伊宮崎
u
oロ
E
0
1回出品い吋
M1
図
。
。
片
付
OOH)古
m
Z
H出口
m
Uロ仏
σ止
。
円
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ロ
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叫
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。
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国
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m
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HMロ
E
o
-
-
F
吋，
HHOKrccoロ
E
D
Hい
F
U門
u
n
H
F
H
C
N
G
で
あ
る
。
カ
ヅ
ツ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
論
文
と
し
て
、
司
・
同
町
ユ
タ
ロ
O
H
P己
o
o
a
己
2
z
o
a
2
E
H
H
a
o吋
印
乱
。
吋
H
O
O
O
H
H
H吋
o
o
o
z
d『
O℃門
HO
開口
m
o
H
Z
F
O
E
O
-
E
E号
話
回
r
o
H
切。。同
F
O
E
S
-
冨
自
足
巴
邑
3
2
H百
件
出
o
o
w
}
H
O
E
S
-
ω
N印
官
官
時
宮
口
m・
5
N
U
を
発
表
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
凶
角
川
口
⑦
(
H
0
2
0
0
v可
ロ
向
日
目
〈
山
口
問
白
m5ω
一。zqmu円
含
ロ
白
山
口
仏
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oロ
仏
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き
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g
m
g
w青
白
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HV
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ω
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冨
自
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門
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E
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s。円
V
O仲
国
0
0
5
5ロ仏
o
p
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M印
宮
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BHmgm-
忌
院
な
ど
が
あ
る
。
カ
ヲ
ツ
の
起
源
論
に
お
け
る
古
代
ロ
!
?
説
は
、
史
料
的
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
で
き
る
だ
け
史
実
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
世
イ
タ
リ
ア
説
に
対
し
て
、
古
代
ロ
1
マ
説
を
か
か
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
形
成
の
時
点
の
問
題
と
と
も
に
、
さ
ら
に
複
式
簿
記
の
木
質
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
リ
ト
ル
ト
ン
は
複
式
簿
記
は
資
本
主
簿
記
と
し
て
中
佐
の
北
イ
タ
リ
ア
で
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。
資
本
主
簿
記
説
を
と
る
に
対
し
て
、
代
理
人
簿
記
説
を
唱
え
て
い
る
。
代
理
人
簿
記
H
代
理
人
会
計
の
性
格
は
今
日
の
棟
式
会
社
会
計
に
も
貫
く
と
す
る
説
は
江
村
稔
教
授
に
よ
っ
て
戦
後
に
問
題
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
諸
芽
を
カ
ヅ
ツ
は
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
0
年
代
は
大
恐
慌
か
ら
い
か
に
脱
却
し
、
再
び
そ
の
繁
栄
を
と
り
も
ど
す
か
と
い
う
資
本
主
義
の
試
諌
の
時
期
で
あ
る
が
、
結
局
は
「
戦
争
に
よ
る
解
決
へ
」
と
進
ん
で
ゆ
く
と
き
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九
(
昭
和
田
)
年
は
ア
メ
リ
カ
株
式
恐
慌
の
勃
発
し
た
年
で
あ
る。
「
こ
れ
を
転
機
と
し
て
、
ア
メ
リ
ノ
カ
で
は
、
会
計
原
則
の
統
一
改
善
運
動
が
は
じ
ま
り
、
証
券
法
〈
一
九
三
三
年
〉
お
よ
び
証
券
取
引
法
〈
一
九
三
四
年
)
に
基
づ
く
法
定
会
計
士
監
査
制
度
が
確
立
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
新
し
い
会
計
原
則
の
探
求
の
た
め
の
運
動
は
、
い
わ
ゆ
る
貸
借
対
照
表
か
ら
の
重
点
移
動
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
動
的
会
計
観
の
確
立
へ
と
導
い
た
の
で
あ
る
」
。
ま
た
ド
イ
ツ
の
学
界
で
も
、
一
九
一
九
年
に
シ
ュ
マ
I
レ
ン
パ
ヅ
ハ
の
「
動
的
貸
借
対
照
表
論
の
基
礎
」
(
の
E
ロ
己
'
ぬ
g
円守口同
HHH20宮
肖
EHhw口出一
HOHM円
。
〉
と
い
う
論
文
が
『
商
学
研
究
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
一
O
年
が
た
つ
た
。
で
に
静
態
論
か
ら
動
態
論
へ
の
転
換
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
。
一
九
二
九
年
は
、
「
す
わ
が
国
で
は
下
野
直
太
郎
教
授
、
太
田
哲
三
教
授
に
よ
っ
て
、
「
大
正
年
代
の
末
ご
ろ
す
で
に
わ
が
国
に
お
け
る
独
自
の
動
的
会
計
論
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
四
と
し
て
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
」
が
、
「
昭
和
年
代
の
初
期
ご
ろ
中
西
寅
雄
教
授
、
土
岐
政
蔵
教
授
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
動
態
論
が
正
確
に
、
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
か
ら
は
、
在
来
の
静
的
会
計
論
は
し
だ
い
に
克
服
さ
れ
る
に
い
た
り
、
い
わ
ば
動
的
会
計
論
の
時
代
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
同
じ
時
代
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
ベ
1
ト
ン
・
リ
ト
ル
ト
γ
両
教
授
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
動
的
会
計
論
が
、
学
界
多
数
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
新
し
い
会
計
原
則
の
探
求
の
た
め
の
理
論
的
支
柱
、
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
」
。
こ
の
よ
う
に
し
て
会
計
学
、
が
成
立
し
て
く
る
が
、
会
計
学
は
動
態
論
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
会
計
学
を
い
か
に
規
定
す
る
か
に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
内
容
と
扱
う
対
象
が
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
内
容
リ
対
象
の
歴
史
は
静
態
論
よ
り
動
態
論
へ
の
発
展
史
で
も
あ
る
。
動
態
論
史
こ
そ
が
会
計
理
論
史
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
動
態
論
史
日
ド
イ
ツ
会
計
学
史
で
も
あ
っ
た
。
動
態
論
史
の
系
譜
を
探
る
こ
と
の
み
で
は
、
静
態
論
よ
り
動
態
論
へ
の
発
展
過
程
は
把
握
で
き
な
い
。
こ
こ
に
会
計
学
の
内
容
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
会
計
学
を
単
に
動
態
論
と
の
み
規
定
す
れ
ば
複
式
簿
記
論
H
簿
記
学
を
け
ど
う
す
る
か
。
は
み
だ
し
て
し
ま
う
も
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
会
一
計
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
複
式
簿
記
理
論
が
ま
ず
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
い
っ
て
簿
記
論
の
な
か
か
ら
会
計
学
が
で
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
今
日
は
、
さ
ら
に
損
益
動
態
論
の
基
礎
が
ゆ
ら
い
で
い
る
。
一
四
九
四
年
の
ル
カ
・
パ
チ
ョ
l
リ
の
簿
記
書
は
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
業
実
践
の
手
引
き
書
で
も
あ
る
が
、
会
計
学
が
こ
こ
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
。
こ
こ
に
は
会
計
学
は
お
ろ
か
、
簿
記
理
論
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
え
る
。
会
計
学
は
二
十
世
紀
初
頭
に
成
立
し
て
く
る
が
、
三
十
年
代
に
動
態
化
傾
向
を
示
し
て
く
る
。
山
下
勝
治
教
授
は
「
会
計
学
は
、
企
業
に
お
け
る
期
間
的
損
益
計
算
の
計
算
構
造
を
統
一
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
引
〕
と
さ
れ
、
「
企
業
財
務
計
算
に
関
す
る
統
一
的
な
知
識
体
系
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
が
、
「
永
続
的
な
生
命
と
し
て
の
企
業
活
動
を
人
為
的
に
期
同
に
区
劃
し
、
そ
の
期
間
的
損
益
計
算
を
行
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
企
業
会
計
の
中
枢
領
域
が
在
す
る
」
と
い
う
。
こ
れ
が
今
日
の
一
般
的
な
会
計
学
の
定
義
で
あ
る
。
損
益
計
算
論
が
会
計
学
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
二
九
年
を
期
と
し
て
、
貸
借
対
照
表
よ
り
損
益
計
算
書
に
重
点
が
移
行
し
は
じ
め
る
。
こ
の
と
き
に
現
代
的
な
会
計
学
が
成
立
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
会
計
学
が
確
立
し
、
動
態
観
思
考
が
支
配
性
を
も
っ
て
く
る
が
、
直
ち
に
こ
れ
は
会
計
史
研
究
に
影
響
を
も
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
0
年
代
は
複
式
簿
記
史
的
会
計
史
が
中
心
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ベ
ン
ド
ル
フ
の
十
四
・
五
世
紀
研
究
と
し
て
パ
チ
ョ
l
リ
簿
記
論
の
時
代
と
作
品
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
A
・
c-
リ
ト
ル
ト
ン
の
会
計
史
が
で
、
複
式
簿
記
の
本
質
理
解
に
代
理
人
簿
記
説
と
資
本
主
簿
記
説
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
資
本
主
簿
記
と
し
て
複
式
簿
記
が
完
成
し
た
と
す
る
。
資
本
主
簿
記
的
思
考
は
静
態
観
思
考
に
通
ず
る
。
ま
た
会
計
理
論
を
整
理
し
て
資
本
主
理
論
と
企
業
主
体
理
論
に
大
別
さ
れ
る
が
、
企
業
主
体
理
論
は
簿
記
理
論
と
ど
の
よ
う
に
関
連
を
も
つ
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
複
式
簿
記
史
念
会
計
史
へ
発
展
さ
せ
た
点
は
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
動
態
観
思
考
は
勘
定
理
論
、
勘
定
学
説
研
究
に
お
い
て
、
従
来
の
支
配
的
勘
定
理
論
で
あ
っ
た
シ
ェ
ア
l
・
ヒ
ュ
l
グ
リ
理
論
(
物
的
二
勘
定
学
説
)
や
ニ
ク
リ
ッ
シ
ュ
理
論
(
貸
借
対
照
表
学
説
)
に
対
し
て
財
産
在
高
計
算
中
心
思
考
よ
り
損
益
計
算
中
心
思
考
へ
の
発
展
を
み
せ
つ
け
た
。
勘
定
学
説
研
究
は
反
省
を
せ
ま
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
簿
記
学
に
反
省
を
迫
っ
て
く
る
。
こ
れ
も
従
来
の
理
論
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
問
題
と
な
っ
た
し
、
ま
た
動
態
観
的
視
点
か
ら
は
複
式
簿
記
史
と
し
て
の
体
系
化
の
根
底
を
ゆ
る
が
す
こ
と
と
な
る
。
昭
和
七
・
八
年
(
一
九
三
二
・
三
年
)
頃
は
恐
慌
の
克
服
を
中
国
戦
争
に
よ
っ
て
な
そ
う
と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
の
危
機
が
、
軍
国
主
義
の
進
行
に
か
ら
ま
っ
て
国
民
に
恐
怖
を
あ
た
え
た
時
で
も
あ
り
、
こ
の
な
か
で
社
会
科
学
研
究
が
一
段
と
高
揚
し
た
。
こ
れ
が
簿
記
学
の
分
野
で
は
複
式
簿
記
本
質
論
争
と
し
て
、
太
田
哲
三
教
授
の
「
複
式
簿
記
の
再
吟
味
L
(
『
会
計
第
三
十
三
巻
第
二
号
・
昭
和
八
年
〉
と
な
り
、
木
村
重
義
教
授
「
簿
記
の
基
礎
理
論
L
(
『
会
計
』
第
三
十
三
巻
第
四
号
・
昭
和
八
年
)
と
な
る
。
さ
ら
に
、
静
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
五
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
ムノ、
記
論
の
科
学
的
研
究
を
深
め
た
も
の
は
黒
津
清
、
木
村
和
三
郎
の
両
教
授
で
あ
っ
た
。
黒
津
清
教
授
の
業
績
。
雑
誌
『
会
計
』
を
中
心
と
し
て
み
よ
う
。
「
複
式
簿
記
の
発
生
史
的
考
察
」
(
『
会
計
』
第
三
十
三
巻
第
三
号
・
昭
和
八
年
)
。
こ
れ
は
人
名
勘
定
、
物
財
勘
定
、
名
目
勘
定
、
資
本
開
定
の
順
次
累
積
的
発
展
過
程
と
し
て
複
式
簿
記
が
形
成
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
名
勘
定
の
み
の
段
階
は
振
替
記
帳
段
階
と
し
て
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
式
簿
記
と
な
づ
け
る
。
一
二
一
一
年
史
料
に
よ
る
。
つ
い
で
、
人
名
勘
定
と
と
も
に
物
財
勘
定
の
あ
ら
わ
れ
る
段
階
で
あ
る
が
、
物
財
勘
定
が
商
品
勘
定
と
な
る
と
き
複
式
記
入
が
成
立
す
る
と
さ
れ
、
こ
れ
を
ゼ
ノ
ア
式
簿
記
と
な
づ
け
ら
れ
、
一
三
四
O
年
史
料
に
よ
る
。
商
品
勘
定
は
売
買
益
計
算
が
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
名
目
勘
定
部
分
を
ふ
く
む
。
こ
れ
が
損
益
勘
定
を
経
由
し
て
資
本
勘
定
に
握
り
か
え
ら
れ
る
と
き
、
全
体
の
勘
定
が
平
均
し
て
複
式
持
記
と
な
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
十
五
世
紀
初
頭
の
ず
エ
ユ
ス
商
人
の
帳
簿
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
る
。
黒
揮
教
授
は
フ
ロ
l
レ
ジ
ス
式
簿
一
記
、
ゼ
ノ
ア
式
簿
記
、
グ
ェ
ニ
ス
式
簿
記
と
い
う
名
称
は
つ
か
わ
れ
る
が
、
複
式
簿
記
と
し
て
の
完
成
体
系
は
グ
ヱ
ニ
ス
式
簿
記
で
あ
る
と
さ
れ
、
十
五
世
紀
の
ヴ
ェ
ニ
ス
起
源
説
を
と
ち
れ
る
。
さ
ら
に
八
人
名
勘
定
↓
物
財
勘
定
↓
名
目
勘
定
↓
資
本
(
金
〉
勘
定
V
の
発
展
的
累
積
体
系
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
八
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
式
簿
記
↓
ゼ
ノ
ア
式
簿
記
↓
ヴ
ェ
ニ
ス
式
簿
記
〉
へ
と
い
う
発
展
酉
式
と
も
お
き
か
え
ら
れ
る
。
W
-
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
論
理
に
近
い
展
開
を
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
複
式
簿
記
史
研
究
の
基
礎
を
き
ず
い
た
古
典
的
論
理
で
あ
る
。
本
論
文
に
つ
い
て
、
教
授
の
主
張
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
す
べ
て
複
式
簿
記
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
十
三
社
紀
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
リ
ト
ス
カ
ナ
起
源
説
を
と
る
と
し
て
、
黒
津
論
文
の
吟
味
を
筆
者
は
「
複
式
簿
記
の
形
成
論
理
の
検
討
」
と
題
し
て
『
立
教
経
済
学
研
究
』
(
第
十
八
巻
第
一
一
一
号
・
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
)
に
発
表
し
た
。
さ
ら
に
黒
海
教
授
は
「
勘
定
の
本
質
」
(
『
会
計
』
第
三
十
三
巻
第
五
号
・
昭
和
八
年
)
を
発
表
し
て
ト
い
る
。
と
れ
ら
の
論
理
が
集
大
成
さ
れ
て
著
書
『
簿
記
原
理
』
(
昭
和
九
年
)
と
な
っ
土
。
木
村
和
三
郎
教
授
の
業
績
。
「
複
式
簿
記
と
企
業
簿
記
」
(
『
会
計
』
第
三
十
二
巻
第
一
お
よ
び
二
号
・
昭
和
八
年
)
。
い
わ
ゆ
る
復
式
簿
記
概
念
は
複
式
簿
記
と
し
て
の
技
術
的
概
念
i
|
|
後
に
江
村
稔
教
授
は
複
記
式
簿
記
と
呼
び
た
い
と
さ
れ
た
l
iと
、
企
業
簿
記
と
し
て
の
歴
史
的
経
済
的
概
念
と
か
ら
な
る
と
さ
れ
る
。
複
式
簿
記
は
企
業
簿
記
の
な
か
に
具
体
化
す
る
J
も
の
で
あ
り
、
複
式
簿
記
と
企
業
簿
記
が
結
合
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
合
は
偶
然
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
複
式
簿
記
本
質
論
に
お
け
る
劃
期
的
労
作
で
あ
る
。
つ
い
で
「
勘
定
系
統
論
」
(
『
会
計
』
第
三
十
二
巻
第
五
号
・
昭
和
八
年
)
、
「
勘
定
理
論
構
成
に
お
け
る
立
場
」
(
『
会
計
』
第
三
十
二
巻
第
六
号
・
昭
和
八
年
〉
、
「
勘
定
論
」
(
『
会
計
』
第
三
十
三
巻
第
五
号
・
昭
和
八
年
)
を
発
表
さ
れ
る
。
こ
れ
が
円
銀
行
待
記
論
』
(
昭
和
十
年
・
有
斐
間
附
)
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
バ
シ
オ
戸
時
代
に
お
け
る
損
益
計
算
制
度
」
(
『
会
計
』
第
三
十
五
巻
第
五
号
・
昭
和
九
年
〉
を
発
表
さ
れ
、
口
別
計
算
段
階
を
問
題
と
さ
れ
る
と
同
時
に
、
会
計
史
、
を
担
掠
計
算
史
と
し
て
展
開
す
べ
き
方
向
を
一
部
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
に
一
つ
の
注
目
す
べ
き
業
績
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
不
辛
に
し
て
若
く
し
て
逝
っ
た
畠
中
福
一
氏
の
『
勘
定
学
説
研
究
』
で
あ
る
品
中
氏
は
そ
の
断
章
を
「
勘
定
型
論
と
勘
定
学
説
」
(
『
会
計
』
第
一
二
十
巻
第
五
号
・
昭
和
七
年
〉
、
「
勘
定
理
論
形
成
方
法
の
問
題
」
(
『
会
計
』
第
三
十
巻
第
六
号
・
昭
和
七
年
)
、
そ
し
て
「
勘
定
理
論
に
お
け
る
一
元
的
方
法
と
二
元
的
方
法
」
(
『
会
計
』
第
三
十
一
巻
第
一
号
・
昭
和
七
年
)
と
し
て
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
同
勘
定
学
説
研
究
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
論
文
は
東
京
商
科
大
学
の
卒
業
論
文
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
勘
定
学
説
論
の
古
典
と
な
っ
て
い
る
。
勘
定
学
説
研
究
は
勘
定
学
説
史
論
と
し
て
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勘
定
学
説
史
の
起
点
は
直
ち
に
ル
カ
・
バ
チ
ョ
l
リ
に
求
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
に
複
式
簿
記
は
勘
定
体
系
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
複
式
簿
記
史
の
対
象
時
点
で
も
あ
る
。
従
来
の
複
式
簿
記
史
研
究
は
ほ
と
ん
ど
勘
定
学
説
史
を
問
題
と
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
実
践
さ
れ
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
七
会
計
史
学
の
生
成
と
発
達
八
て
い
る
複
式
簿
記
の
本
質
、
性
格
規
定
の
う
え
か
ら
も
勘
定
学
説
研
究
は
深
め
ら
れ
ね
ば
江
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
昭
和
七
・
八
年
に
起
つ
て
き
た
。
こ
れ
は
レ
オ
ン
・
ゴ
ム
ベ
ル
グ
の
『
勘
定
学
説
の
史
的
批
判
』
が
問
題
と
な
り
出
し
た
こ
と
に
よ
る
示
、
複
式
簿
記
本
質
論
町
駅
究
、
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
一
市
す
。
こ
れ
は
会
計
理
論
に
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
は
当
時
で
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
会
計
学
は
戦
時
生
産
力
の
増
大
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
上
っ
て
、
独
占
資
本
の
会
計
学
と
し
て
技
術
学
の
性
格
を
示
し
た
が
、
産
業
合
理
化
運
動
の
な
か
で
学
問
と
し
て
の
市
民
権
を
と
っ
た
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
社
会
科
学
と
し
て
の
市
民
権
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
複
式
簿
記
史
や
会
計
史
研
究
が
意
義
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
社
会
科
学
研
究
の
高
揚
が
あ
っ
た
。
お
よ
そ
一
つ
の
研
究
分
野
で
歴
史
研
究
が
意
識
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
学
聞
が
独
立
し
、
成
長
し
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
の
日
本
会
計
学
会
編
『
評
価
問
題
研
究
』
置
の
附
録
に
あ
る
雑
誌
『
会
計
』
の
項
目
別
総
索
引
に
、
す
で
に
「
会
計
史
」
と
い
う
項
目
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
複
式
簿
記
史
的
展
開
が
多
く
、
損
益
計
算
史
的
方
向
は
必
ず
し
も
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
会
計
史
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
の
み
が
独
自
に
展
開
し
た
。
会
計
学
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
経
古
史
と
の
関
連
が
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
会
計
史
の
基
底
に
は
経
営
史
が
、
さ
ら
に
そ
の
基
礎
に
は
経
済
史
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一
て
者
の
嗣
連
に
お
い
て
方
法
論
が
た
え
ず
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
展
開
し
て
お
り
相
互
関
連
性
、
規
定
性
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
わ
が
国
で
も
同
様
で
、
大
塚
久
雄
『
株
式
会
社
発
生
史
論
』
の
よ
う
な
研
究
が
昭
和
十
三
(
一
九
一
一
一
八
)
年
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
が
、
会
計
史
研
究
で
は
問
題
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
会
計
史
を
単
に
技
術
史
的
に
見
た
こ
と
に
よ
る
が
、
お
そ
ら
く
経
済
史
の
分
野
で
も
あ
ま
り
問
題
と
は
な
し
え
な
か
っ
た
書
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
戦
前
・
戦
時
中
に
会
計
史
研
究
は
進
む
が
、
損
益
計
質
史
と
し
て
の
会
計
史
に
対
し
て
は
、
直
接
的
な
関
連
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
づ
土
。
複
式
持
一
記
史
研
究
と
し
て
の
研
究
そ
れ
自
体
も
本
格
化
寸
る
の
は
戦
後
の
昭
和
二
十
七
・
八
年
頃
で
あ
っ
て
、
や
が
て
第
二
次
犬
戦
の
泥
沼
に
と
び
こ
ん
で
ゆ
く
。
会
計
理
論
の
動
態
化
傾
向
が
、
会
計
史
と
し
て
の
確
立
を
要
請
し
て
く
る
。
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